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異郷に降る雪





一　変えられない過去　−ミカの章−







　イール騎士団領では、サクロナ王国のように雪は降らないそうだ。

　正確には、首都ハルトガルド周辺には降らないが、高山がある地方には、稀まれに降る事もある、という事らしい。

　サクロナよりも暖かく乾いた気候だ。過ごしやすいといえば過ごしやすいが、真夏は焼き尽くされそうな日差しになる事もあるという。

　思えばイール人は少々濃い肌の色をしていた。それでサクロナ王国がある対岸の大陸から亡命、移住してきた者は、すぐに分かる。対岸の大陸の人々は、イールのような強い日差しがないために、肌の色は薄かった。

　そして、この国ではあまり差別がない。奴隷制度もない。

　奴隷制度のようなはっきりとした差別がないだけで、実際は何らかの形であるのかもしれないが、暫く暮らしてみて、ミカがそう感じた事はなかった。ミカやエルネストのような異民族が差別される事もなかった。サクロナ周辺諸国では何かと疎うとまれ、嫌われていたロサ族も、ここでは差別らしい差別は受けなかった。

　ロサ族もルルシャ人もサクロナ人も、イール人にとっては皆、同じように見えるのもある。イール人より小柄で色が白い、他の国の人間、くらいの認識だ。







　ミカがエルネストと共にイール騎士団領に移り住んで、半年ほど経った。

　あれほど人目に触れることを嫌っていたエルネストは、住居を決めるなりすぐに、この国で最も規模の大きい貿易商であるエクセン商会で働き始めた。ミカもエルネストも、そんなすぐに仕事が決まるとは思っていなかった。

　エルネストもすんなり採用されるとは思っていなかっただけに、ひとつめの貿易商で即採用に戸惑っていた。異国の人間で、亡命者で、足が不自由だ。苦労を覚悟の上での求職だったエルネストの戸惑いをよそに、エクセン商会の会長は『足が不自由だ』という点について、別段気にしていないようだった。

　見た目は完全に海賊の親玉か悪徳高利貸しかというくらい強面の会長は、意外な事に大変気さくで明るく、大雑把で大らかな人だった。

　会長が直々にエルネストの採用面接を行ったが、堅苦しい事はなにひとつなかった。これも大雑把で大らかだった。

『別に海に出て欲しいわけじゃないからなあ。うちで翻訳や帳簿付けをやってる間、歩き回る暇なんか、ないかもしれないな。せいぜい、その辺の棚から書類出すくらいじゃないか？』

　そうして即決でエクセン商会に採用されたエルネストだったが、ミカは内心、不安に思っていた。

　人嫌いで無口なエルネストが、人の出入りが多い港町での仕事に堪えられるだろうか。それに働いた事もない。言葉は悪いがまさに『お坊ちゃま育ち』で『深窓の令息』だ。

　そんなミカの心配は、まさに杞憂だった。

　最初の数日は、バッゾ港の商会事務所までの通勤路ですら、苦虫を噛み潰したような顔で歩いていたが、慣れた今はそんな事もない。確かにエルネストは人目を引いたが、それは足のせいではなかった。

　目立つ黒髪に端正な容貌は、イール女性の視線をこれでもかと集めていた。野性的で逞しいタイプが多いイール人の男性にはない、異国のサクロナ人らしい繊細で気品のある容姿は目立った。足が不自由である事さえ、熱い視線を向けるご婦人方の母性を刺激したようだった。

　正直を言えば、内心穏やかではなかったミカだが、エルネストが不愉快な思いをするよりは、何十倍もいい。

　そしてエクセン商会の人々は、遠慮なくエルネストを頼り、仕事を任せた。

　そもそも、エルネストが祖国のルベール商会を継ぐ上で、足りない能力はなかった。杖なしで歩けないだけで何もかも取り上げられて、地方都市に追いやられていた。ミカの贔屓目だけでなく、実際にエルネストは語学も算術も堪能で、美術品や宝飾品にも目が利き、優秀だ。

　ミカはこの国で暮らし、思う。

　エルネストの可能性を、未来を摘み取っていたのは、ルベール商会だったのではないか。

　家名と家業という重い烙印のせいで、エルネストは『跡を継ぐ』以外の選択肢を全て摘み取られ、地方都市エリンに閉じ込められていた。

　望むなら、エルネストには色々な未来があったはずだ。跡を継げずとも、家業を手伝う事もできたはずだ。家業でなくとも、他の仕事を始める事もできたはずだ。

　それを許さなかったのは、あまりに大きいルベール商会という看板のせいだった。

　ミカは何も知らない。だが、エルネストが地方都市での隠居を余儀なくされたのは、ルベール家が体面を重んじ、エルネストの存在をなかった事にしようとしたからではないのかと、疑う事はあった。

　エクセン商会の会長も言っていた。

『別に海に出て欲しいわけじゃないからなあ。うちで翻訳や帳簿付けをやってる間、歩き回る暇なんかないくらいだしなあ』

　海に出られずとも、家業の為にできる事はたくさんあった。

　エルネストの未来や可能性を奪っていたのは、足ではなく、ルベールという家名だったのではないか。

　イールに来てからのエルネストは、ミカが今まで見た事がないくらいに、生き生きと、そして眩しいくらいの笑顔を見せるようになった。

　エルネストがこんなに幸せそうに笑ってくれる。

　サクロナ王国でも、イール騎士団領でも、どこでもいい。エルネストが望む未来があるところが、ミカの生きていく場所だと、心の底から思えた。







　そしてエルネストには家にいて欲しいと言われたが、エルネストだけ働かせるわけにはいかない。

　渋るエルネストをなんとか説得して、ミカはバッゾ港の一角にある『黄金のりんご屋』というパン屋で働いているが、目が回るような忙しさだった。

　エルネストが言っていた通り、荒っぽい船員たちと、やたらに体格がいい屈強なイール海軍の士官や海兵がわんさか押し寄せ、大量に買い込んでいく。イールの海軍士官はイール語だが、船員たちは様々な国の出身者で、様々な言葉を使う。それを捌くのも大変だった。イール語の他にイクスカネル語やフロリナ語、それ以外の言語も店の中を飛び交う。

　今日も大忙しな一日を無事勤め上げ、ミカは閉店後の店の掃除をしていた。

「ミカくん、お疲れ様！　ミカくんは明日お休みだからね。明後日からまたよろしくね。あと、これはお休み中のごはんに食べて！」

『黄金のりんご屋』の店主ノーラは笑顔でミカにバスケットを渡す。

「ありがとうございます、ノーラさん」

　バスケットを受け取ってカウンターに置き、更に掃除を続けようとすると、ノーラにほうきを奪われてしまった。

「あとは私がやっておくから。今日はエルネストくんと夕食を食べに行くって言ってたじゃない。待たせたら可哀相だよ。あとは私がやっておくから！」

　強引にぐいぐいと背中を押され、バスケットを押し付けられつつ店から押し出されてしまった。

「じゃ、また明後日からよろしくねー！」

「いつもありがとうございます、ノーラさん！　また明後日からお願いします！」

　みっしりパンが詰め込まれたバスケットを抱え、ノーラの気遣いに感謝しながら、ミカは歩き出した。今日は品切れで早じまいをしたのに、こんなにバスケットに詰め込まれている。ノーラはわざわざミカたちの為にパンを取り置いてくれていたと思うと、感謝しかない。

　夕暮れの港は、昼間の喧噪とは違い、静かだ。荷の積み下ろし作業が終わっていない船員たちくらいで、人通りもまばらだ。

　ミカは足取りも軽くエクセン商会へと向かう。エルネストが働くバッゾ港の店舗は『黄金のりんご屋』から歩いて五分くらいで、とても近い。ミカはポケットから白金の懐中時計を取り出し、時間を確かめる。これはバルテルの形見で、今でもミカは大切にしていた。

　まだ少し、迎えに行くには時間が早い。

　散歩を楽しむ気持ちで港通りを歩き、もうすぐエクセン商会に着く、というところで、見知らぬ男に突然声をかけられた。

「ミカちゃん、こんばんは」

　ぽん、と肩に手を置かれ、ミカは驚いて男を仰ぎ見た。

　エルネストより更に背が高い。もっとも、イール人は大柄な人が多い。見覚えがない人だが、イール海軍の制服を着ている上、ミカの名前を知っているという事は、もしかしたら店の客かもしれない。毎日大勢やってくるイール海軍の制服を着た士官たちの顔は、なかなか覚えきれなかった。

「こ、こんばんは……」

　ミカは少々臆しながら挨拶をした。長身で体格のいい男性はとても苦手だった。嫌な事を思い出させる。

　男はエルネストと同じくらいの年頃か。金色の髪に日に焼けた浅黒い肌で、いかにも海軍士官という雰囲気だ。

「やっぱり君がミカちゃんか。聞いてた以上に可愛いなー。手も顔もちっちゃいなあ。本当にお人形さんみたいだね」

　店の客ではなかった。全くの見ず知らずの人だ。ミカはさーっと血の気が引いた。こんな時、どうしたらいいのか。ミカは激しく動揺していた。

「エルネストを迎えに行くんだろ？　俺もエクセン商会に用事があるんだ。一緒に行こうか」

　男は強引にミカの肩を抱いて歩き始めた。大人しく気が弱いミカは、どうしたらいいのか分からない。されるがままだが、内心では激しく混乱していた。

　エルネストを知っているようで、エクセン商会も知っているようだ。黄金のりんご屋の客でなかったとしても、エルネストの知り合いかもしれない。

　だとしたら、逃げ出すにしても失礼がないようにしなければ。万が一でもエルネストの仕事に影響があっては、困る。

　ミカはここから穏便に立ち去る方法を考えるが、焦るばかりで全く何も浮かばない。

「こんな可愛くてちっちゃかったら、エルネストもそりゃ色々と心配するよなあ。分かるよ。……あ、ごめん。小さいなんて、失礼な事言って。まあイール人から見たら、他国の人間はみんな小さいんだけどさ」

　ミカの狼狽を知ってか知らずか、男は饒舌に話し続ける。海軍士官とは思えないほど馴れ馴れしく、ちゃらちゃらしている。確かにイール海軍の制服を着ているが、本当に海軍の人間か？　詐欺では？

　ミカは悪い想像しかできず、焦っていた。

　バッゾの町並みは夕暮れで、人もまばらだ。どうやって逃げればいい？　もしも人が通りがかっても、海軍士官が相手では、誰も手出しができないのでは。

　ミカの恐怖と緊張が限界に達しそうなその時、誰かがミカの肩に触れた。

「なにやってるんだ、レオ。馴れ馴れしいな。勝手に触るな」

　男からもぎとるようにミカを奪って引き寄せたのは、エルネストだった。

「エルネスト様！」

　突然現れたエルネストの救いの手に、ミカは安堵のあまり、涙目になっていた。

「えー。様付けなのかよ」

「呼び捨てでいいと言ってるのに、癖が抜けないだけだ」

　やはりエルネストの知り合いだった。失礼な事を言わなくて良かったとほっとしたが、とても心臓に悪い。気が弱く大人しいミカは、怖くてどうしていいか分からず、泣きそうだった。

「ミカ、この男はエクセン商会の跡取り息子だ。知らない人間に馴れ馴れしくされて驚いただろう。あとでよく言って聞かせるから」

「ずいぶんな言い草だな、エルネスト。まるで俺が不審者みたいじゃないか。……ミカちゃん。こう見えて身元はちゃんとしてるから、そんなに警戒しないで。まあ今は海軍にいるんだけど、そのうち家に帰って跡を継ぐ予定だ。レオナルド・エクセンっていうんだ。気軽にレオって呼んでくれよ」

　この調子の良さそうな、ちょっと軽い雰囲気のレオとエルネストは、とても親しげだ。意外な交友関係に、ミカは思わずふたりの顔を見比べてしまう。

　レオは改めて、ミカをじろじろと眺めている。少し前まで震え上がっていたミカだが、エルネストが傍にいる上に、エクセン商会の跡取り息子なら、怖がる必要はない。

「あ、あの、エクセン商会の方なんですね。エルネスト様をよろしくお願いします」

「こちらこそ、エルネストみたいにめっちゃめちゃ仕事ができる奴がうちで働いてくれると、大手を振って好きな事ができるから助かってるよ。親父もものすごく喜んでる」

　これはお世辞ではなさそうだ。エルネストを褒められると、ミカも嬉しい。先ほどまでの緊張も忘れ、思わずぱっと笑顔になってしまう。

　笑顔になったミカとは裏腹に、エルネストは分かりやすく不機嫌だ。すぐに割って入った。

「ミカに何の用だ」

「いや、お前の言ってた通りの子が歩いてるなーと思ったから、声をかけてみたんだよ。思ってた以上に小さくて可愛いなー」

「勝手に声をかけると分かっていたら、絶対に教えなかった」

　エルネストの不機嫌に気付いたレオは、小さく笑って手をあげた。

「じゃあ、またね、ミカちゃん。エルネストもまたな。次は一緒に食事でも」

　そう言うと、レオは踵を返してさっさと商会の事務所へと歩いて行ってしまった。

「突然声をかけられて、びっくりしました。エルネスト様と仲がいいんですね、レオさん」

　エルネストは不機嫌に黙り込んだまま、ミカの手を取り、歩き出した。杖は石張りの歩道に触れ、軽く乾いた音を立てる。屋敷に閉じこもっていたエリン市での暮らしと違い、今はよく歩く為か、杖をつきながらも、以前より安定して歩けるようになっていた。

　あの頃は左足のマッサージや柔軟運動も嫌ってバルテルやミカを困らせていたのに、今は毎日、自ら進んでこなしている。それもミカは嬉しい。

「……ああ」

　エルネストは、レオが馴れ馴れしくミカにベタベタと触れていたのが気に入らず、機嫌を悪くしているのだが、ミカは全く気付いていない。それどころかレオがエルネストをとても褒めていたので、ミカは嬉しくて仕方がなかった。

　そして、エルネストに友達ができた事も嬉しかった。エルネストは渋い態度を取っているが友達同士の軽口のようなもので、レオにも親しみを持って接していて、迷惑そうではない。仲がいいのはミカにも伝わっていた。

　嬉しい事ばかりで、ミカは毎日が楽しくて、こんな幸せでいいのかと、時々怖くなる事があった。







　夕食は、ふたりでおいしく楽しく過ごしたはずだった。

　バッゾ港市街にある人気の店で、料理もおいしく、雰囲気もよかったはずなのだが、エルネストはあまり機嫌がよくなかった。

　帰宅後、ミカはエリンの屋敷にいた頃のように、寝る前のお茶の用意をしていたが、エルネストは口数が少ない。

　飲んでもらえないかもしれない、と思いつつ、エルネストが座るベッド脇の小さなテーブルにティーカップを置く。

　ミカはレオに出会った事をすっかり綺麗に忘れていたが、エルネストはそれでもレオの事が許せず、苛立ちを隠せなかった。

　相手が誰であっても、ミカに馴れ馴れしく触れるのは許せない。

　まして、エルネストとそう歳の変わらない、健康な身体と魅力ある容貌の男がミカに近付くだけで、エルネストを激しく苛立たせるのだが、プライドの高い彼がそんな事を口にできるはずがない。

　ミカがエルネストだけをひたむきに慕っていると分かっていても許せないとは、あまりに心が狭いと、エルネストも自覚があるのだ。だが、自覚があっても感情はどうにもならない。

　そしてミカは、相変わらず鈍い。

　ひたすらエルネストを想っているのに、そういうところまで考えが行き届かないのが、まだ人間的に未熟で幼いと言わざるを得ない。実際、それほど人生経験を積んでいない上、ひたむきに真っ直ぐにエルネストを愛するばかりで、エルネストがミカに対して抱く、深い執着にまで考えが至っていなかった。

「エルネスト様、今日のお茶は、菩提樹とミントのお茶ですよ。りんご草はまだ見つけられないけど、菩提樹はイールでもお茶にする人がいるみたいで、お昼休みに見掛けた露店で買えたんです」

「なんだか懐かしく、ずいぶん昔のように感じられるな。……まだ一年も経っていないのに」

　相変わらず機嫌はあまり良さそうではないが、ちゃんとお茶には手を付けてくれた。安堵しながらティーカップを片付けようと手を伸ばすと、そのミカの手にエルネストの指先が触れた。

「片付けるのはあとでいい。……おいで、ミカ」

　抱き寄せられて、エルネストの膝に載せられてしまった。

「……あ、あの」

　こういう時、どうしてもミカは緊張してしまう。イールに来てからも何度か身体を重ねているのに、未だに心臓が壊れそうなくらい、ドキドキしてしまう。

　エルネストの唇が、シャツ越しの胸元に触れた。心臓の辺りを啄むように口づけられて、ミカはますます緊張してしまう。

　ミカが固まっている間に、エルネストは胸元に口づけながら服を緩め、ベッドへミカを横たわらせながらのし掛かってきた。

「あの、エルネストさま」

　思わず声が震えてしまう。ミカの震えに気付いたエルネストは、埋めていたミカの胸元から顔を上げた。

「あの、あの……、明かりを消してもらえませんか」

　ベッド脇のテーブルに置いてある、オイルランプの事だ。お茶を飲むために、一番明るいランプを置いていた。これをつけたままでは、明るすぎて恥ずかしかった。

　エルネストはオイルランプを振り返ったものの、消してはくれなかった。ミカの両目を覆うように、エルネストのてのひらが触れた。

「これなら見えない」

　確かにミカは見えない。いや、エルネストにこれから乱れるであろう姿を見られるのが恥ずかしいわけだ。ミカは慌てて両目を覆う手に触れた。

「あの、そうじゃなくて、あの……！」

「……ああ、手が塞がっていたら、ミカの身体を触れない」

　すぐに手は離れ、代わりにシーツがミカの顔の上に降ってきた。これはエルネストがミカをからかっているのだが、ミカは気付かない。もだもだと慌てているミカの寝間着の中に、すぐにエルネストの手が入り込んできた。

「あ、あ……！」

　シャツの上からのキスは、いつのまにか素肌に降りてきていた。音を立ててなめらかな素肌を辿りながら、寝間着の中の手は、まっすぐミカの両足の間に触れた。

「エルネストさま、待ってくださ、あ、あっ……！」

　エルネストの手は下腹を撫で、まだ固く閉じている両足の奥に触れた。触れた指先は濡れた感触があった。目隠しをされている間に、エルネストは香油で濡らしていたようだった。

　気持ちが通じ合ってからは、ミカが痛くないように、焦れったいくらいに時間をかけて抱いてくれていた。こんな風に、性急に求められた事はなかった。

　ミカが戸惑い、硬直している間に、触れている指はまだ閉じているそこをこじ開けようとしている。

　こんな強引なのは、エルネストに無理やり抱かれた初めての夜以来だ。意識したつもりはなかった。それでも、あの時の事がミカの脳裏に鮮明に蘇った。

　強引に身体を開かれるのは、ミカにとってとても恐ろしい事だった。エルネストとの事だけではなかった。エルネストに出会う前の、思い出したくない過去も思い出してしまう。

　ミカの喉も身体もこわばり、震え始めていた。押し殺そうとしても、堪えようとしても、こみ上げる嗚咽を抑えきれなかった。

「……ミカ？」

　閉じた場所に触れていたエルネストの指が離れ、一瞬の間の後、ミカの背中を宥めるように抱きしめられた。

「だ、大丈夫です。なんでもないです」

　そう言いながら、声が震えてしまう。ミカも同じようにエルネストの背中に両手を伸ばす。

「なんでもないです、だから、続けて下さい」

「なんでもないはずがないだろう。……少し、焦りすぎた。すまなかった」

　ミカを抱いて、ぽんぽんと宥めるように背中を叩かれて、ミカは申し訳ない気持ちになっていた。

　これくらいで怖がって泣き出すなんて、恥ずかしく、情けなかった。エルネストを恐れる理由はなにひとつないはずだ。

「今日はもう休もう。……何もしないから」

　ミカを抱いていた手が離れ、ベッド傍のオイルランプが吹き消された。すぐにまた、エルネストの両手がミカの身体を抱き寄せた。

「何もしないから、こうしているのだけは許して欲しい」

　エルネストのこんな悲しそうな声を、聞きたくはなかった。エルネストと愛し合い抱き合うのは、嬉しくて幸せな事なはずだ。けれどミカは、何を言えばいいのか分からなかった。ただ、両手でしがみつく事しかできなかった。







　楽しく休日前の夕食を楽しみ、ふたりきりで休日を過ごし、幸せいっぱいで出勤したはずのミカは、幸せそうとは言い難い沈んだ表情だった。

　いつでもエルネストは優しい。あんな気まずい夜を過ごした後も、優しかった。

　思い悩んでいても、店は相変わらず大繁盛で客が大挙して押しかけてくる。お昼時に限らず、船が入港すれば乗客も船員も押し寄せる。忙しさで忘れている間はいいが、ふと客が途切れた時に思い出してしまう。

　あれから朝を迎えてもぎくしゃくしてしまい、楽しいはずの休日が、よそよそしく、寂しいものになってしまった。

　どうしてあの時、泣いてしまったのか。エルネストが乱暴な事をするはずがないと分かっていたはずだ。多少強引だったとしても、怖い事はないはずだ。

　あんなみっともなく泣いて、エルネストはもうミカを抱いてくれないだろうか。

　こんな事で泣き出すような、エルネストの気持ちを汲めない幼稚なミカより、家柄も育ちもきちんとした、綺麗で素敵な人はたくさんいる。誰かにエルネストの気持ちが傾いてしまうのではないかと考えてしまう。

　本当は、その方がエルネストの為にも、いいのかもしれない。

　バッゾ港に出入りする女性たちの間では、エルネストの話題で持ちきりだ。亡命者だが、イールの海兵や海軍士官、海の男たちにはない気品ある雰囲気と、優美な容貌と、何者か分からないミステリアスさに、ご婦人方は異国からの亡命貴族や王子様かと胸を躍らせ、夢中だとミカもよく知っている。

　それにやきもちを焼くなんて、身の程をわきまえていないと、自分でも思っている。けれど気にせずにはいられなかった。

　たとえエルネストがミカの過去を口にせずとも、忘れることはできなかった。

　自分のような最底辺の元奴隷が、エルネストに愛されて、傍にいていいのか、時折、考えてしまう。

　いつかサクロナ王国へ帰還し、エルネストがルベール家に戻る時に、自分のような奴隷上がりが傍にいては、エルネストの立場を危うくするのではないか。

　ミカのような卑しく穢れた者よりも、イールの貴族や街の娘たちの方が、エルネストにふさわしい。その方が、ルベール家の人たちは喜んで迎え、受け入れ、エルネストの立場を危うくせずに済む。

　卑屈な態度は嫌いだとエルネストは昔から言っていた。

　エルネストはミカの過去を知っていても、何も言わない。それが全ての答えだと、分かっている。

　何もかも知っていながら、エルネストはミカを愛してくれている。そしてミカも、エルネストが大好きで、傍にいたい。

　それなのに、変えようがない過去を卑下し、卑屈にならずにいられない。

　エルネストとこうしていられる事が幸せだと思いながら、簡単には思い切れない問題が幾つもあった。

「ミカくん、具合が悪い？」

　厨房のドアからずっと様子を窺っていたノーラに声をかけられて、ミカは慌てて笑顔を見せる。

「あ、いえ！　ええと、今夜の夕飯は、何を作ろうかなって」

　ノーラもうっすら、エルネストとミカの関係に気付いていた。彼等が何も言わずとも、ノーラの両親……ミカたちの住まい近くにあるパン屋だ。そこにミカが働かせて欲しいとやって来た時から事情がある事を察していた両親に、告げられていた。

　そして時折、店に現れるエルネストの様子からも、ノーラは女性らしい勘を働かせていた。

『身分を明かしていないけど、貴族のお坊ちゃんと使用人が、亡命ついでに駆け落ちしたのでは』

　見るからに気品があるエルネストが身分の高い貴族か商家の息子か、あるいはそれなりの立場にある人物で、ミカがその従者だった事くらい、誰が見ても分かる。

　エルネストが何者か分からないが、ミカの態度で身分差は歴然と見えていた。それでも彼らがただならぬ関係なのは、女性らしく敏感に察していた。

　イールに奴隷制度はないが、貴族と士官と庶民の身分差くらいは当然、ある。

『身分や家柄が違うって、イールでも考えちゃうのに、サクロナみたいな王族や貴族が牛耳ってる国だと、もっと難しいのかも。だから駆け落ち同然で亡命してきたのかな。イールは大らかだけど、余所の国は同性同士の関係が宗教的に禁忌になっているところもあるしね』

　そんな事を考えつつ、ノーラも大人なので、あえて口出しはしない。しないが、心配はしていた。たった半年過ごしただけだが、真面目で明るく働き者のミカは、ノーラにとって歳の離れた弟のように可愛く思える存在になりつつあった。

「そうかあ、無理はしないでね。具合が悪い時は遠慮なく言ってね」

　そう言いつつ、ノーラは厨房奥の夫へと目配せをする。合図に気付いた彼は、大声でノーラを呼んだ。

「ノーラ！　今日はもう商品も残ってないし、早じまいしてメシでも食いに行こうぜ！　久しぶりにヨランの店のビールが飲みたいわ！」

「いいわね！　私もヨランのすっごくからい骨付き羊肉、食べたかったのよー。そうと決まれば、さ、ミカくん、店を閉めちゃいましょ！」

　ノーラは素早くバスケットをとり、残っていたパンを詰め込んでミカに押し付けた。

「明日は定休日だからね！　また明後日からよろしくね、ミカくん！　売れ残りで悪いけど、食べてねー！」

　さっさと店から押し出され、ミカは呆然としながらも、歩き始めた。

　ノーラに気を遣わせてしまったのではないだろうか。

　申し訳ない、と思いつつ、これから家に帰り、エルネストとどんな風に顔を合わせればいいのか、またくよくよと考え込んでしまう。

　何事もなかったかのように、いつものように帰ればいい。卑屈な態度はエルネストを不快にさせてしまう。

　そう決めて、前を向き足を速めた時だった。

「やあ、ミカちゃん。もう仕事は終わりかい？」

　大きな影が目の前に伸びた。この声は見上げずとも分かる。レオだ。

「こ、こんにちは、レオさん……」

　安全な相手だと分かっていても、大柄な男性は苦手だ。ミカの声は少々震えてしまっていた。

「俺も今から帰るところなんだ。エルネストを迎えに行くかい？　まだあいつの仕事は終わる時間じゃないけど」

　ミカはふるふると首を振った。

「真っ直ぐ帰って、夕食の支度をします」

　レオはこの間と同じように、海軍の制服を着ていた。

「そうだな、今日はうちも忙しそうだったから、その方がいいな。俺もたまには茶でも飲ませてもらおうかと思ったら、さっさと追い出されたよ」

　またこの間のように、レオは素早くミカの肩を抱く。これは逃げられないようにだと、ミカは直感的に感じ取った。

「一緒にお茶でもしよう、ミカちゃん。この時間なら、知ってる店が露店を出してるんだ。うまい茶を出す店なんだよ」

　強引に抱き寄せられたが、まるで連行されるかのようだ。ミカは少々臆しながらも、レオに従った。そう悪い人には思えないし、エルネストの友達だし、そして露店なら、二人きりになるわけではない。

「よう、サラ。ミントティーふたつ」

　露店の女主人は、レオより少し年上くらいの美女だった。ミカをちらりと見て、笑みを見せた。

「久しぶりね、レオ。……今日は可愛い子を連れてるのね。新しい恋人にしては、若すぎない？」

「違う違う、友達だよ。変な事言うなよ、誤解されるじゃないか」

　レオはサラと呼ばれた店主の女性からお茶のカップを受け取り、ミカに手渡す。

「イールのミントティーは初めて？　遠い国から輸入される銀青茶ぎんせいちゃとミントのお茶なんだけど、多分サクロナにはないだろう？」

　イールのミントティーなら、もう飲んだ。サクロナのミントティーとはずいぶん違う。サクロナにはない香り高く甘みのある琥珀色のお茶とミントの組み合わせは、とてもおいしいとミカも思っていた。

「イールに来たばかりの時に、露店で勧められて飲みました。イールに来たなら飲まなきゃって言われて」

「なんだ、やっぱりもう飲んでいたか。今イールで流行っていて、サクロナ人には受けてたけど、イクスカネル人には嫌な顔されたなー」

　露店の傍に並べられたベンチに並んで座り、暫くはお茶を味わっていた。ミカは熱々のお茶をせっせと飲む。猫舌のミカには少々熱すぎたが、全部飲み終われば帰れる。そう単純に考えていた。

「ミカちゃんさあ、ちょっと聞きたいんだけどさ」

　冷や汗のような汗をかきつつお茶を飲むミカを眺めながら、レオは続ける。

「サクロナ王国で有名な海洋貿易商だった、ルベール商会って知ってる？」

　今度こそ、本物の冷や汗がどっと吹き出した。ミカはどう答えるべきか、一瞬迷ったが、正直に答えるしかないと思えた。

　エルネストは、ルベールの姓を名乗っていない。

　ルベール家の名は、エルネストの足枷にしかならない。

　海を隔てた異郷でも、イール騎士団領はサクロナ王国と頻繁に交易をしていた。エクセン商会がルベール商会を知らないはずがないように、ルベール商会がエクセン商会を知らないはずがない。恐らく、取り引きをしていたはずだ。

　エルネストは家名を名乗らない道を選んだ。

　厄介ごとを警戒したというよりも、家名はエルネストを縛り付けるものでしかなかったからだ。ミカはそう思っている。

　サクロナで一番大きな貿易商を知らない従者は、いないだろう。答えは決まった。

「サクロナ王国で一番大きな商会ですね」

「そうそう。今、サクロナは大混乱だよね。王族は皆捕まって、処刑されたようだよ。首都の商人や貴族も大分逃げ出したみたいだなあ。ルベール商会も地方に逃げたらしいって、噂で聞いたよ」

　落ち着け。冷静になれ。ミカは自分にそう言い聞かせる。ミカの失言でエルネストを窮地に追いやるわけにはいかない。

「ルベール商会にはもう一人、息子がいたって聞いたんだよね」

　レオは、敵か、味方か。

　エルネストを陥れる者か。

　ミカの心臓は激しく脈打つ。

「足が不自由で地方都市に追いやられて、いなかった事にされてたらしいね。黒髪に青い目の、目が覚めるような美男子だって聞いた」

　レオは知っている。知っていて、ミカに揺さぶりをかけている。

　エルネストがひた隠す身元を知って、レオはどうしようというのか。

　ミカはイールに来てからのエルネストを思い返す。

　サクロナでの暮らしから考えられないくらい、生き生きと、笑顔を見せるようになった。人目も厭わず、仕事以外でも外出するようにもなった。

　こんなに楽しそうに働き、暮らすエルネストを、誰が想像できただろう。

『ルベール家のエルネスト』から、ただの『エルネスト』になって、初めて彼は、自由になれた。希望を、未来を、得られた。

　ルベールという名前を背負わなければ、好きな道に、自分で選んだ道に進めた。

　エルネストがやっと手に入れた自由を、生きていく喜びを、再び失わせるわけにはいかない。

　エルネスト様を守れるなら、なんでもする。どんな事でもできる。

　亡くなったバルテルにも誓った。それだけではない。自分自身にも誓いを立てた。

　ミカは膝の上で拳を握りしめる。

「やっぱりエルネストは、ルベール家の長男なの？」

「あの」

　ミカは顔を上げ、レオを見つめる。

「そうだとしたら、レオさんはどうしたいんですか？」

　ミカの悲壮に思い詰めた表情に面食らったのか、レオはなんとも言えない表情をしていた。

「そんな追い詰められたうさぎみたいな顔しなくても。……そういうミカちゃんは？　俺が知っていたら、困るの？」

「……エルネスト様が困るような事は、しないで下さい。このまま、そっとしておいて下さい」

　レオは無言のまま、ミカを見つめていた。レオが何を考えているのか、さっぱり分からない。それでもミカは必死だった。

「お願いします。ぼくにできる事なら、なんでもします。お金はすぐには用意できませんが、なんとかします。だから、このまま、知らなかった事にして下さい。お願いします」

　本心だ。エルネストの『今』と『未来』を守れるなら、何でもする。どんな事をしてでも守りたかった。

「……まあ、金には困ってないな。知っての通り、俺はエクセン商会の跡取りで、海軍将校だ」

　テーブルに頬杖をつき、レオはミカを眺める。

「なんでもするのか。じゃあ、これから俺と宿屋に行こうか。　……君も子供じゃないんだから、意味は分かるだろ」

　ミカは一瞬躊躇したが、カップを両手で握りしめ、頷く。

　今更、何も恐れない。どうせ最底辺の奴隷だった。誰に抱かれようと、元々穢れた卑しい身だ。何も変わらない。

　でも。

　エルネストは悲しむかもしれない。そんな穢れたミカでも、大切にしてくれた。卑しいミカを、愛してくれた。

　それでも、エルネストの平穏な暮らしを守れるなら。

　レオは無言で残っていたミントティーを飲み干し、それからゆっくりと口を開いた。

「ミカちゃんは……馬鹿正直だな」

　唐突に言われて、ミカはわけが分からなかった。

「まあ、エルネストがルベール家の長男だってのは、分かってたよ。親父も気付いてるだろう。この商売は相手を出し抜くも足を引っ張るも手を組むも、相手の情報が重要だからな。これくらいのお家事情は、サクロナの内戦前から調べてあったさ」

　何が言いたいのか、分からない。ますますミカは困惑する。

「情報通りの男がうちの商会に入ったから、一応本人か確認と、ミカちゃんが真面目そうだから、ちょっとからかいたかっただけだ」

　からかいたかっただけ。

　そう言われて、ミカはかーっと真っ赤になって俯く。早とちりで必死にすがってしまって、恥をかいてしまった。

「可愛いなあ、ミカちゃん。エルネストが大好きなんだな。エルネストの為なら、火の海にでも飛び込みそうだなあ」

　ますます恥ずかしくて顔が上げられない。ミカは俯いたまま羞恥で縮こまっていた。

「でも、やり方が間違ってるな」

　またもや、意表を突かれた言葉だ。レオは飲み終えた自分のカップと、ミカのカップを取り上げてベンチから立ち上がった。

「もっとずるくならなきゃ。大切なものを守るなら、ずるく悪く賢く、立ち回らなきゃな。……サラ、ごちそうさま！　サラのミントティーはやっぱり最高だな！　間違いなく首都一だ！」

　カップを露店に返すと、再びベンチに歩み寄り、まだ座り込んだままのミカに手を差し伸べた。

「よく考えるんだ。ミカちゃんを犠牲にして、エルネストが喜ぶのか。……エルネストを想うなら、どんな汚い手を使ってでも、うまくずるく切り抜けて、ふたり生き残る方法を考えるべきだな。……まあ、それは決してたやすい事ではないけどね」

　手を取り立ち上がったミカは、レオを仰ぎ見た。

「君たちがいつかサクロナに帰るなら、ね」







　殴られたような衝撃だった。

　ミカは家に帰り着き、出窓のベンチに座り込んだまま、呆然としていた。

『よく考えるんだ。ミカちゃんを犠牲にして、エルネストが喜ぶかどうか』

　そんな事を考えた事さえなかった。ただエルネストさえ無事なら、それでいいと思っていた。

　サクロナ王国から脱出し、ニールベリー港を目指す道中で盗賊に襲われた時も、迷わず自分の身体を差し出そうとした。エルネストさえ無事ならそれでいいと、あの時本気で思っていた。それをエルネストに激しく叱責されたのも、覚えている。

　ミカに何かあったなら、エルネストは悲しむ。それがエルネストの為だと知ったら、もっと苦しみ、傷付き、深く悲しむ。

　後先を考えずに自分を犠牲にすればいいと、悪い意味で簡単に考えていた。

　それをレオに指摘されるまで、気付かなかった。

　よく分かっていたはずだ。

　エルネストは、最初からミカの全てを受け入れてくれていた。

　奴隷商の檻の中から救い出してくれたエルネストは、ミカの身に起こった全ての事を何も問わずに受け入れ、最底辺の奴隷だったミカを大切にしてくれた。まるで普通の、サクロナ人の子供のように、自由を与え、教育を与え、慈しみ、大切に育ててくれた。

　すれ違いもあった。ボタンを掛け違ったように、お互いを傷付け合う日々もあった。

　それさえも、今は愛しき日々だ。

『この世にミカより大切なものはない』とエルネストは言ってくれたのだ。ミカの過去を知っていてなお、そう言ってくれた。

　そのエルネストの大切な『ミカ』を、ミカも大切にしなければならない。

　ミカが自分を大切にできなければ、エルネストは悲しむ。エルネストの為にミカが犠牲になるなんて、エルネストをも傷付ける事なのだ。

　そんな簡単な事さえ、レオに指摘されなければ、気付けなかった。

　一緒に生きていくと決めたはずだ。何もためらう事はなかったはずだ。

　まだ過去を忘れる事も、振り切る事もできないが、エルネストが慈しんでくれる『ミカ』を、自分も愛そうと、そう思えた。

　考え込んでいるうちに、日が陰り始めていた。ミカは慌てて出窓ベンチから立ち上がる。

　今日の夕食の献立を考えながら、ふと思う。

　エルネストは、レオにいつかサクロナに帰る話をしているのだろうか。それとも、亡命者だからいつか帰るのだろうと考えただけだろうか。

　どちらにせよ、レオがエルネストを気にかけているのは間違いない。なにもかも諦めて他人を拒んでいたエルネストにそんな友達ができたなら、とても嬉しい事だ。

　ミカにとっては、強引に距離を詰めてくるレオは少々苦手なタイプだが、あれくらい強引でないと、エルネストとは友達になれない気もする。

　ミカがキッチンに向かう前に、玄関の鍵が開く音がした。

「おかえりなさい、エルネスト様！」

　玄関に向かったミカの目の前で扉が開くなり、真っ白な花と蕾をたわわにつけた大きな花束が差し出された。色とりどりのリボンで飾られた、ミカが見たこともないくらいに、繊細に美しく飾られた花束だった。

「これを」

　エルネストが差し出した花は、今まで見たことがないような、珍しい形をしていた。だが、匂いは覚えがある。これはジャスミンの香りだ。形もなんとなく、サクロナのジャスミンに似ているような気がする。

「すごくいい匂いです。ジャスミンですか？」

「イール固有種のジャスミンだが、りんご草に少し似ていると思った」

　あまり似ていないような気がするが、花に興味がなく、詳しくないエルネストから見れば、白い小花は皆、同じように見えるのかもしれない。

「お土産ですか？　ありがとうございます。すごく嬉しいです！　とっても綺麗ですね」

　エルネストが花を買ってくるなんて、初めてだ。ミカが喜ぶだろうとりんご草に似ている花を選んでくれた。それだけで胸が痛いくらいに、嬉しかった。

「どこに飾りましょうか。とてもいい香りなので、寝室がいいかな……」

「この間の夜は、すまなかった。嫌な思いをさせた」

　唐突にあの夜の話になり、ミカは一瞬戸惑ったが、エルネストもミカと同じように気に病んでいた。そう思うと、ミカも詫びなければならない。

「いえ、そんな事はないです。すみません。あんなみっともなく泣いて、ぼくの方こそ」

　最後まで言い終わる前に、ジャスミンの花束ごと、抱き寄せられた。

　ミカの柔らかな髪に頬を埋めながら、エルネストはミカを抱きしめ、囁く。

「泣かせるつもりも、怖がらせるつもりも、困らせるつもりもなかった。ただ、その」

　急に声が小さく、歯切れが悪くなる。

「……他の男に抱き寄せられているのを見て、苛立っていた」

　何のことか分からず、ミカはエルネストの胸に額を押し付けたまま、考える。思い出すまで少々、間があったが、やっと思い当たった。

　レオに肩を抱かれていた事だ。

　あの時、レオは単純に『ミカが逃げられないように』していただけで、そんな意図はなかったはずだ。だが、ミカもエルネスト以外に触れられるのは、気分がいいものではない。ましてエルネストが不快に思うなら、今後は恐れず臆さず、きっちりと拒否する。

「す、すみませんでした。初対面の人なので、どうしていいか分からなかったんです……」

「ミカが悪いんじゃない。レオが図々しいだけだ」

　確かに初対面であの距離の詰め方は、なかなかない。エルネストは正直に真情を吐露してすっきりしたのか、腕の中に閉じ込めていたミカを解放して手を取り、居間へと歩き始めた。

「レオも、ミカに失礼な事をしたと反省したようだから」

　多分、反省はしていない。つい先ほども逃げ出せないようにしっかり肩を抱かれてしまった。そんな事を言えばまだエルネストを怒らせるので、ミカは内緒にしておくことにする。レオには、ミカの浅慮を気付かせてくれた恩を感じてもいるのだ。

「エルネスト様、夕食の支度がまだなんです。すみません。先に頂いたジャスミンを生けてから、夕食を……これ、なんですか？」

　エルネストは花束と一緒に抱えていたバスケットから、小瓶をいくつか取り出し、テーブルに置いた。高級感のある、陶器の瓶だ。綺麗な草花の模様が施されている。

「……あとで説明する」

　珍しく、エルネストの頬がほんのりと赤くなった。少々言いにくそうな雰囲気で、これもエルネストにしては、とても珍しい。

　とても綺麗な瓶なのに、なにか言いにくい事があるのだろうか。

　ミカはのんびりとそんな事を考えていた。







　ジャスミンの花は、居間と寝室に飾られた。

　イールでこの家を借りた時から、エルネストとミカはひとつの寝室にふたつのベッドをぴったりと寄せ、並べて眠っている。

　それはこの家がそれほど広くなく、部屋数がないから、というのは、ミカを片時も離したくないエルネストの言い訳のようなものだ。

　ミカも急には身分差を忘れる事ができない。今まで主人と従者だったのだ。それを急には変えられないミカは、新しい生活に戸惑ってばかりだったが、それを責めようとはエルネストも思わないようだった。ミカの気持ちを汲んで、寄り添って、考えてくれていると、ミカも感じ取っていた。

　夕食を終え、寝支度を調えたミカは、ベッドに寝転んでベッド脇のテーブルに飾られたジャスミンを眺めていた。

「とてもいい香りですね。なんだか落ち着く匂いです」

　ジャスミンのお茶を飲んだことはあったが、生花を飾った事はなかった。ミカはすっかりイールのジャスミンが気に入っていた。エルネストが初めてプレゼントしてくれた花で、それに、とてもいい香りで、可愛らしい花で、ミカは嬉しくて仕方なかった。

「エルネスト様、ありがとうございます。とても嬉しいです！」

　ミカの隣に横たわっているエルネストを振り返ると、エルネストはあの草花模様の陶器瓶を眺めながら、何か考えこんでいるようだった。

「どうかしましたか？」

　そう声をかけると、エルネストは我に返ったようにミカに向き直った。

「あ、ああ……なんでもない」

　寝転がるミカのすぐ傍、吐息が触れそうな距離に横たわるエルネストの手が、ミカを抱き寄せた。

　ほんのりと、スノーフレークゼラニウムの香りがする。ミカが輸入雑貨の露店で見つけたスノーフレークゼラニウムの香油の香りだ。ミカにとって、エルネストの匂いはこれだ。

「この花を売っていた店の主が教えてくれた」

　エルネストの吐息が、耳朶に触れる。切なくなるくらいに、胸が痛い。ミカはおずおずとエルネストの胸元に頬を押し付けた。

「この花は、緊張や不安を和らげるそうだ。りんご草と同じような効果だな」

　確かにそうだ。香りは違えど、確かにリラックスできる。エルネストが『りんご草に似ている』と感じたのは、あながち間違いではないのかもしれない。

「それから、もうひとつ効果がある」

　エルネストの唇が、吐息の触れていた耳朶に触れた。優しく穏やかに口づけながら、囁かれた。

「媚薬になるそうだ」

　媚薬。

　ミカも以前、本で読んだ事がある。それが何か、それくらいは知っている。物語の中では、ひとしずくで恋に狂うような、そんな妖しく、淫靡なものだと書かれていた。

「び、媚薬ですか？」

　小さな頃、一族と旅をしながら色々な植物を見てきた。それにジャスミンのお茶も飲んだ事がある。そんな効果があっただろうか。それに、そんな効能がある植物があるなんて、知らなかった。物語の中だけの、想像上のものだとばかり思っていたミカは、赤くなったり青くなったりしながら、ぐるぐる思い巡らす。

「そ、そんなの、聞いた事がなかったです……」

　もだもだ慌てるミカの頬に、エルネストのてのひらが触れた。優しく穏やかに包まれて、ミカはますますドキドキしてしまう。

「俺も信じてはいないな。……まあ、媚薬は言い過ぎだろうが、性行為の不安を和らげる効果があるそうだから、全くの嘘というわけではないだろう」

　それが本当なら、些細な事で動揺してしまうミカにとって、とてもありがたい効能だ。エルネストがそこも考えて買ってくれたなら、その気持ちが嬉しい。

「あの、ええと、ありがとうございます」

　ミカの頬を包んだまま、笑みの形に綻んだエルネストの唇が額に触れた。軽く触れるだけの唇が、瞼に、眦に、こめかみに、穏やかに触れていく。

　こうして優しく触れられていと、胸がきゅっと痛くなる。触れられた場所から熱を帯び、身体が熱くなっていってしまう。

　頬を辿るエルネストの唇が、ミカの薄く開いた唇の端に触れた。軽く触れ合う唇が、切なげにミカの名前を呼ぶ。

「ミカ……」

　エルネストの指も、唇も、声も、ミカにとっては全て媚薬だ。こんな風に優しく触れられていると、身体中が騒ぎ出してしまう。

　頬に触れていたてのひらが、ミカの纏っていた寝間着の裾を割り、素肌に触れた。臆病なミカを怖がらせないように、いつも以上に穏やかに優しく触れている。

　晒されたミカの素肌を撫でるてのひらの後から、唇が触れた。薄い皮膚に覆われた鎖骨の辺りに触れた唇は、滑るようにミカのなめらかな胸の上をなぞっていく。

　ミカの唇から、甘さを帯びた深いため息が零れ落ちた。それを確かめたエルネストの唇が、音を立ててミカの素肌に吸い付いた。

「……んっ……！」

　いつの間にかボタンを外された寝間着から、薄い胸が覗く。痩せた胸の上の、触れられる前から硬くなり始めていた小さな赤い突起に、エルネストの唇が触れた。

　ここに触れられるのはとても恥ずかしい。目の前で音を立てて吸われ、甘く噛まれ、恥ずかしいのに、とても感じてしまう。

「……あ、あの、あの、エルネスト様、つ、強く、しないで、ください……」

　自分でも驚くくらい、声が震えて甘くなっている。

「……痛むのか？」

　口に含んだまま、そう囁かれて、余計に感じてしまった。ミカは置き場のない手でシーツを掴みながら、小さく身を捩った。

「ち、ちが、あの、あの……あ、あっ！」

　痛みではない事くらい、エルネストも分かっている。ミカの声も吐息も甘く乱れ、分かりやすく感じている事を伝えていた。

　硬く張り詰めた小さな突起を舌先でやんわりと押し潰され、ミカの唇から、高く甘い声が零れ落ちた。

「あ、んんっ……！」

　ミカの胸元から下腹へとエルネストのてのひらが滑り落ちていく。たくし上げられた寝間着の下、下腹から下着の上を優しく撫でられ、ミカはやっと下着が濡れている事に気付いた。

　キスと胸への愛撫だけでこんなに濡らしていたなんて、いたたまれない。ミカは羞恥のあまり膝を閉じようとするが、エルネストに下着を引き下ろされてしまった。

　もう硬くなっているそれに、しなやかな指が触れた。

「怖がられていないか、不安だった。……ミカが感じてくれているなら、よかった」

　やんわりと撫でて、その手が離れた。

　不安なのは、ミカだけではなかった。ミカが思い悩むように、エルネストもミカを想い、迷い、戸惑う事があるのだ。そう思うと、エルネストへの想いで胸がいっぱいになる。

「ど、どうしても、恥ずかしくて、でも、その……エルネスト様の手も、キスも、大好きです……」

　最後の方は恥ずかしさで声が震えてしまった。それでもエルネストは顔を上げ、ミカに笑みを見せてくれた。微笑み、ミカの頬に口づけると、エルネストは身体を起こしてベッドサイドに手を伸ばし、何かを取り上げた。

　ミカの胸の上で、エルネストはその瓶の蓋を開けた。

　とろり、と粘った何かが、ミカの胸元を濡らす。

　香油とは違った感触だった。とろりとしていて、肌に触れるとほんのりと温かいような気がする。柑橘類のような爽やかな甘い香りがほんのりと漂う。

　瓶の注ぎ口からエルネストの指先へと、とろみのある液体が滴った。これからこの、優美で綺麗な指が、ミカの身体の中に触れる。そう考えると、下腹の奥が甘く痺れるような気がしていた。







　こんなに時間をかけてたっぷりと愛撫されるのは、初めてではないだろうか。いや、いつも時間をかけて慣らしてくれるが、こんなに長い時間ではなかった。

　あの柑橘類のような匂いの、とろみのある液体に濡れたエルネストの指は、今、ミカの中に深く沈められている。エルネストの指を根元まで飲み込んだミカのそこは、濡れて柔らかく開いていた。

　足を大きく広げられ恥ずかしくて仕方ないのに、エルネストの指が動く度に、堪えきれずに甘く淫らな声が零れ落ちてしまう。

　今までの香油とは全く感触が違う。ぬるぬるとぬめり、ほんのりと温かいような気がする。入り口から奥までをなめらかに指の腹で探られ、擦られて、声なんか抑えられなかった。羞恥に口を噤もうとしても、震える唇から溢れてしまう。

「エルネスト様、だ、だめです、そんなにしたら、も、あ、あ…っ…！」

　ミカの甘くとろけた拒絶に、エルネストは小さく笑っている。ほんの少し、意地悪な笑みだ。

「……何が、だめなんだ？」

　中を擦りながら指を出し入れされる度に、ミカの狭く硬かったはずの小さな孔から、粘った水音が零れ落ちた。自分でも分かっている。中の襞は柔らかに濡れて、はしたないくらいにエルネストの指に絡みついている。

「だ、だめ、です、だって、こんな、こんなのっ……！　おかしくなってしまいますっ……！」

　必死に理性を失わないよう抗っているが、一瞬でも気を抜くとどうにかなってしまいそうだった。時間をかけて中をいじられ、敏感な場所を探られて、意識まで甘く崩れ落ちてしまいそうな気がしていた。

「今までで一番、柔らかくなってる」

　そう囁いたエルネストは、ミカの中に沈める指を増やした。

　大人の男の指を根元まで飲み込んでも、息苦しさも痛みも感じなかった。それどころか、狭いそこをぐっと押し広げられる感触さえ、たまらなく気持ちよかった。ミカは耐えきれず、高く喘ぐ。

「く、あ、あっ…！　あぁあ、んんぅ」

　どれくらいの時間、こうして指だけで中を探られているだろう。長い時間のようにも感じられているが、本当はそんなに時間が経っていないのかもしれない。

　どうしてエルネスト様は、こんなに指でばかり。

　息も絶え絶えになりながら、ミカは甘く痺れた頭の片隅で考える。ミカばかりが甘く激しく喘ぎ、乱れていて、恥ずかしくて仕方ないのに、身体は貪欲にエルネストを求めてしまう。

　仄明かりに照らされたベッドの上で、濡れた淫らな音が響く。その恥ずかしい音は、ミカの羞恥も快楽も激しく煽り立てた。

「こ、こんな、指でばかり、あぅ、ん、んんっ…！」

　エルネストのしなやかな指が、ミカの最も感じるところに触れた。ほんの少しのしこりを感じるそこを優しく撫で、それからぐっと力を込めて擦り上げられ、ミカの背中がびくん、としなった。

「……あぁああっ！　や、あ、あ！」

　優しく捏ねるように撫でられているはずなのに、甘く激しい刺激に、ミカは身体中をびくびくと震えさせた。

「ミカ、大丈夫だ。怖がらなくていい」

　ミカの感じるところを強く擦りながら、エルネストの唇が、下腹に付きそうなくらい硬く張り詰めたミカのそれに触れた。音を立てて触れられて、薄紅に色付いた先端の割れ目から、蜜が溢れ、滴り落ちた。

「や、あ、あっ…！　こ、こんなの、あ、あ！」

　ミカのつま先が、まとわりつき絡まっていたシーツを掻く。エルネストの指を飲み込んでいるそこは赤く充血し淫らに口を開け、中に塗り込められたとろみのある何かを、まるで愛液のように滴らせていた。

　ミカの感じるところを強く撫で擦りながら、指の出し入れが激しくなる。とろとろにとろけたそこは、今までにないくらい、派手に粘った水音を溢れさせていた。

「あぁあっ……！　……く、…っ…！」

　深いところを指の腹で強く擦り上げられ、ミカは声もなく達した。ミカの硬く膨れ上がったそれは、色付いた割れ目から蜜をだらだらと溢れさせただけで、射精らしい射精をしなかった。そして根元までエルネストの指を喰いしめたそこは、激しく締め付け、収縮しながら、中に塗り込められた粘った液体をとろとろと溢れさせていた。

　達しても、ミカのそこはなおきつくエルネストの指を締め付け、離そうとしなかった。未だ整わず、荒い息をつくミカの耳元に、エルネストの唇が触れた。

「……ミカ、きつすぎて指が抜けない」

「…ぁ…あ、…っ…」

　ごめんなさい、と口にしたくとも、声にならなかった。エルネストはミカの丸い肩に唇を押し当てながら、まだ萎えずに、たらたらと蜜を吐き続けるミカのそれに再び指を絡ませ、触れた。

「……は、あ、あっ……」

　掠れた声を洩らしながら、ミカはされるがままだ。もう何も考えられないくらいに、頭も身体も溶けてしまった。エルネストが与える甘い快楽に、ただ喘ぐばかりだった。

「あぁ……、あ、んっ……」

　優しい指が絡みつき、ミカの激しい興奮を宥めるように撫で、擦り上げる。滴る蜜と擦れ合い、淫らな水音が部屋中に響くようだったか、最早ミカにそんな事を気にする余裕はなかった。

　絞るように根元から擦り上げられ、ミカのそれは今度ははっきりと、熱液を吐き出した。エルネストの手をべったりと濡らし達して、やっとミカの中に沈められた指をきつく締め付けていたそこが、緊張を解いた。

　エルネストの指が引き抜かれたが、ミカはシーツに頬を押し当ててぼんやりしたまま、気付いていなかった。

　今までにないくらい、身体も心も、何もかもとろけていた。これがあの瓶に入ったとろみのある謎の液体のせいなのか、時間をかけて愛撫されたせいなのか、そのどちらもなのか、今はそんな事を考えられるような状態ではなかった。

　エルネストの指で開かれた、小さく狭かったはずのミカのそこは、柔らかく淫らに口を開き、ひくひくと収縮していた。

　身体をよじり、上半身を伏せるようにしていたミカの片膝裏をエルネストの手が捕らえ、ぐっと押し上げるように開かされた。

　恥ずかしいくらいにとろけた小さな孔が、エルネストの目の前に晒されている。それにも気付かないくらい、強く激しい愛撫で頭の中まで甘くとろけきっていた。

　シーツに頬を押し付けたままのミカのこめかみに、覆い被さるエルネストの唇が触れた。

「ミカ。……力を抜いて。今日はいつもより、深く入れるから」

　ミカは必死にこくこくと頷く。『いつもより、深く』と囁かれ、今もう既に溶け落ちそうな下腹の奥が、更に熱くなるように感じられた。

　柔らかく開いたそこに、硬く熱く、大きなものが押し付けられた。今までなら、多少の痛みと、重苦しい圧迫感があった。何度か身体を繋ぐうちに和らいできたが、馴染むまでの痛みと異物感と、狭い場所をこじ開けられる圧迫感が消える事はなかった。

　ぬる、と簡単に、その大きく膨れ上がった先端が、ミカの狭い未熟なそこに押し込まれた。

　痛みも重苦しい圧迫感も、異物感もなかった。狭い肉筒を押し広げられる感覚はあったが、それは苦痛でも重い圧迫感でもなかった。

　背筋まで震えそうな、強く甘やかな快感だけだった。

「あぁあっ……あっ…！　あ、あう、んんっ……！」

　甘い鳴き声が止める隙もなく、緩んだ口元から零れ落ちた。熱く硬いエルネストのそれがゆっくりとミカの中に沈み込んでいく。狭い場所を押し広げ割り開き、柔らかな襞を擦り上げなら挿入される熱く猛々しい肉の感触に、ミカの声も吐息も、甘く震えた。

「く、あ、あっ……！　あぁあっ！」

　背筋から頭の中まで甘く痺れるような快感が走った。ミカは羞恥も忘れて呟く。

「エルネストさま、きもち、い、ふあ、あ、こんな、こんなの、あぁあっ……！」

　ミカは両手を伸ばし、エルネストの背を抱く。

「は、あっ…！　あ、エルネストさ、ま、…っ…！」

　再び硬く張り詰めたミカのそれから、だらだらと蜜が溢れ出た。エルネストのそれが奥へと進む度に、薄紅に色付いた割れ目から溢れ、根元まで伝い落ち、エルネストを迎え入れている後孔まで濡らした。

「ミカ、ちゃんと息をするんだ。……大丈夫だ。無理にはしない」

　むしろエルネストの優しさがもどかしいくらいに、身体の奥が激しく甘く騒ぎたてていた。もっと奥まで貫いて欲しかった。身体の奥深くが痛いくらいに疼き、ここにエルネストを迎え入れたいと、そう訴えていた。

「エルネストさま、もう、おく、おくに、エルネストさまが、欲しいです。もっと、奥に、くぅ、あっ……！」

　羞恥も忘れて腰を押し付け、揺さぶり、ねだってしまう。この硬く熱く脈打つそれに、切ないくらいに疼く奥まで貫かれ、満たされたかった。

「ミカ、落ち着いて」

　エルネストの声も欲情に耐え、息苦しげだが、ミカはもうそんな事に気付く余裕もなかった。エルネストに腰を掴んで押さえつけられ、もどかしさにつま先でシーツを掻く。

「……ゆっくり進めるから」

　そう囁かれても、身体の奥から責め苛む甘く淫らな疼きに翻弄され、焦れずにいられなかった。ミカは荒い息を吐きながら、甘く喘ぎ続ける。

　言葉通り、エルネストは時間をかけてゆっくりとミカの中に挿入していく。未熟な身体を傷付けないように細心の注意を払っているが、どれだけエルネストが自分を抑えミカを大切にしているか、すっかりとろけきったミカには分からない。

　今までは半分も埋め込めば、ミカの身体はこわばり、震えてしまっていた。それ以上、深く繋がる事は一度もなかった。だが、今日は違う。

『いつもより、深く』の言葉通り、熱く脈打つそれがじっくりとミカの奥にまで押し入ってくる。

　痛みも圧迫感もなかった。ただただ、熱く硬く、猛々しいそれに満たされていくのが、たまらなく気持ちよかった。全身がぞくぞくと震えそうなくらいに甘く強く痺れ、貪欲に求めずにいられなかった。

　唇から甘く高い声だけが零れ落ちた。エルネストの背にしがみつくように両手で抱き、ミカはあられもない声を上げ続けた。

　ぐっ、と奥を抉るように押し上げられ、ミカは再び声もなく、硬く膨れ上がった割れ目から蜜をだらだらと溢れさせ、達した。

　激しくきつく締め付けるミカの最奥を、滾った熱液が激しく叩いた。深い息を吐きながらミカに覆い被さり抱きしめるエルネストの背中を抱き、ミカも深く息をつく。

　頬を寄せあいながら暫く目を閉じ、それからエルネストは目を開いてミカの手を取ると、ミカの華奢な腰にある臍の下辺りにてのひらで触れさせた。

　まだ荒く乱れたままの息をつきながら、ミカは不思議に思いつつ、エルネストを見上げる。

　エルネストはミカを見つめながら、小さく笑っていた。

「……ここまで入った」

　言われて、ミカもやっと気付いた。ここに、エルネストがいる。こんな奥にまで、エルネストを迎え入れた。以前は半分がやっとだったのに、とうとう、こんなに深く、繋がれた。

　嬉しくもあり、恥ずかしくもあった。ミカは首筋まで赤く染めながら、何を言っていいのか分からず、もじもじと口籠もる。

　まだエルネストは笑っていた。笑って、今触れさせた手を取り、深く繋がっている場所へと導く。

　ミカの瞳を覗き込みながら、エルネストは少々意地悪で、淫靡で、なんとも蠱惑的な笑みでミカを惑わすように、再び囁く。

「ミカの中に、全部入っている」

　ミカの指をとり、今、エルネストを根元まで飲み込み、とろとろと濡れて収縮する結合部に触れさせた。

　一度ミカの中で果てたはずのそれが、再び硬く膨れ上がる生々しい感触があった。

　ミカはこれ以上ないほど真っ赤だ。今まで感じた事がないくらいの羞恥だが、それでも、嬉しかった。

　こんなに深く、大好きなエルネストと繋がれた事が、嬉しくて仕方なかった。

　羞恥のあまりエルネストを見つめ返せないが、それでも伝えたかった。

「……嬉しいです。こんな深く、エルネスト様と繋がれて……、その、あの……今こうしている時だけは、エルネスト様は、ぼくだけのエルネスト様ですよね……？」

　ミカの指先に触れ、そして奥深く沈み込んでいたそれが、ずくり、と膨れ上がり、脈打ったような気がした。

「……あ、あっ……！？」

　深いところを押し上げられ、おろおろしながらミカが顔を上げると、エルネストの唇がミカの唇に触れた。

　柔らかく吸い、噛まれて、ミカは思わず身震いする。

　目の前のエルネストは、眦を赤く染めて、少し困ったような素振りだった。

「ミカのせいで、収まりがつかなくなった」

　腰を掴まれ、ぐっと押さえ込まれたと同時に、深いところを硬く熱いもので抉られ、ミカの唇から、高く甘い淫らな声が零れ落ちた。

「あ、あぁあっ……！」

　深いところをごつごつと音がしそうなくらいに強く叩かれて、ミカはたまらず背をしならせ、喘ぐ。

「あぅ、あ、アッ…！　あ、エルネストさま、あ、あぅ、んんっ」

　ミカの中に埋め込まれたそれは、再び硬く大きく膨れ上がり、ミカの最奥をぐりぐりと抉った。覆い被さるエルネストの吐息が、ミカの耳朶に触れる。荒く切なげで、激しく欲情した吐息だ。その熱さと淫らさに、余計にミカの体温が跳ね上がった。

「エルネストさ、ま、あ、あ！　あぁぁっ……！」

　腰を押し付けたまま、激しく揺さぶられ、最奥を突き上げられて、ミカはただただ喘ぐ事しかできなかった。







　エルネスト様がこんなに、その、激しいなんて、知らなかった。

　ミカはいつものように向かい合って朝食をとりながら、思わずしげしげとエルネストの顔を見つめてしまう。

　青く澄んだ瞳の下、左の眦を飾る小さなほくろが、今はなんとも扇情的に見える。もっと言うと、ミカを淫らに誘っているよう見えて仕方ない。

　もそもそとパンを齧りながら、ミカはエルネストをじっと見つめる。

　こんな物静かで、綺麗で、真面目そうで、いやらしい事なんか知らないって顔をしているのに、あんなに……あんなに。

　夕べの激しい交わりを思い出すと、恥ずかしいやら下腹がまた騒いでしまうわで、ミカは落ち着いて朝食を食べられない。

　激しかったが、エルネストは最初から最後まで、優しかった。

　ミカが痛くないように、つらくないように、ただただ気持ちがいいように、甘く優しく、激しく抱かれて、ミカはどうにかなってしまいそうだった。いや、実際、どうにかなっていた。

　気持ちいいだとか、深く入れて欲しいとか、奥を突き上げて欲しいとか、激しくして欲しいだとか、そんな事ばかり口走っていた。覚えている。

　かーっと頬を染めていると、エルネストと目が合ってしまった。それはそうだ。こんなにじっと見つめていたら、気付かれる。

　エルネストは嬉しそうに、幸せそうに、笑みを見せてくれた。

　ミカばかりが夕べの甘い営みを思い返しているようで、ますます恥ずかしくなる。思わず目をそらし、慌ててパンを齧る。

　ミカの狼狽を知ってか知らずか、エルネストは至って優雅だ。いつものように穏やかな佇まいで朝食を済ませ、食後のお茶を楽しんでいる。

　お茶を継ぎ足しながら、ミカは自分の落ち着きのなさを少々恥じていた。

　今日はミカもエルネストも休みだ。黄金のりんご屋は定休日だが、エクセン商会は営業している。が、休みはできる限り、揃えて取っている。

　何をするわけでもないが、どこかに出掛けずとも、一緒に同じ部屋で過ごすだけで、幸せだった。

　同じテーブルにつき、同じものを食べる。

　お互いの温もりを感じながら過ごせる、普通の幸せが、何より大切だった。その幸せを噛みしめずにいられない。

　朝食を済ませ、ミカが洗い物を片付けて戻ってくると、エルネストは朝の日差しを受けながら、出窓ベンチに両足を投げ出して座り、本を読んでいた。

　今日の本は、イクスカネルの言葉で書かれた本だ。ミカは日常会話程度ならイクスカネルの言葉も話せるが、文章を読むのは難しかった。

　同じ本を読めずとも、傍にいたい。それだけで幸せを噛みしめられる。そう思いながら、エルネストの傍で本を読もうと出窓に近付くと、ミカが床に座る前にエルネストに抱き寄せられてしまった。

「あの、あのう、エルネスト様……」

　膝の間に抱き込まれて、ミカはもじもじと身じろぐ。朝食の時につい夕べの出来事を思い返していたので、なんだか恥ずかしく気まずいのだ。

　もじもじしているうちに、エルネストの唇に唇を塞がれてしまった。最初は軽く啄むだけだったそれが、幾度が啄まれるうちに、次第に触れる唇も舌先も、大胆になっていく。唇を舐め、歯列に触れ、柔らかな舌先を食まれて、ミカは甘い吐息をついてしまう。

　音を立てて舌先を吸った唇が離れると、エルネストの額がミカの額に押し当てられた。

「身体は痛まないか？　夕べは、その……いつもより、深かったから」

　あんなに激しかったのに、今はこんな風に少し恥ずかし気で照れているようなエルネストは、ミカの劣情をなんとも煽り立ててくる。昼と夜のあまりに違う雰囲気が無性に淫靡に感じられて、身体が熱くなってしまう。

「ど、どこも、痛くないです。大丈夫です」

　傷むどころか、夕べエルネストを深く迎え入れたところが、未だに甘くとろけているくらいだ。もっと正直に言えば、身体の奥深くが、未だに疼いているような気がしていた。夜中まで激しく貪りあったせいか、初めて奥深くを貫かれる快楽を知ったためか、これも今までにない経験だった。

　ミカがつい夕べを思い出して身体を熱くしているように、エルネストも、ミカの、この朝からなんとも色っぽく、甘くとろけたような雰囲気にあてられているのだが、やはりミカは自分の事でいっぱいいっぱいで、気付いていなかった。

　押し付け合っていた額が離れ、再びエルネストの唇が触れる。ミカの頬や唇の端に口づけ、薄く開いたミカの唇の中に舌先が触れた。なめらかな舌先は、やんわりと唇をなぞり、ミカの口の中を探り始めた。

　柔らかに歯列を撫で、口蓋を擦られて、ミカは小さく喉を鳴らしてしまう。エルネストのなめらかな舌先は、ミカの口の中ですら、どこが感じるのか知っているように探ってくる。

　ミカの口角から、飲み下しきれない雫が溢れ、細い顎を伝い、喉を濡らす。ミカの腰の辺りにあった手は、いつの間にかミカのシャツの中に滑り込んでいた。やんわりと素肌の胸を撫でられて、そこでやっと気付くくらい、ミカはキスに夢中になっていた。

「……あ、ん、んんっ……」

　エルネストの舌に甘えるように吸い付くミカのズボンのボタンを、エルネストの指が器用に外し、引き下ろしていく。そこでやっとミカも気付いた。

「……っ！　あ、あの、エルネストさまっ……！」

　下着を引き下ろす手に慌てて手を添えるが、エルネストはあっさりと下着を引き下ろし、ミカの足の間に膝を入れ、閉じられないようにしてしまった。

　ミカはもたもたとシャツを引っ張り、隠そうとしていたが、エルネストの手はもう両足の間に入り込んでいた。

　こんな陽の降り注ぐ出窓で、こんな事を？

　ミカは戸惑いながらも、肌に触れるしなやかな指の誘惑には勝てなかった。夕べの甘い快楽は、まだミカの身体も心も侵食し、とろけさせていた。

　ミカのはだけた胸元に唇を押し当てながら、エルネストの指がミカのなめらかな内腿を辿り、夕べ散々、深く繋がる快楽を教え込まれた小さな蕾に触れた。

「……ああ。……驚いたな、まだこんなに柔らかいのか」

　まだ柔らかくとろけたままのそこに、指先が触れ、なぞる。

「あぁあっ……！　あ、んんっ」

　自分でも驚くほど、甘い声が零れ落ちた。

　胸元に口づけを繰り返す唇が、淫らに囁く。

「……こんな簡単に指が入る」

　エルネストの指が、ぐっと中に押し込まれた。いや、押し込むというよりは、自ら飲み込むようだった。未だ柔らかく開いたままの小さな蕾は、あっさりとエルネストのしなやかな指の侵入を許し、それどころか柔らかな襞で締め付けながら、奥まで迎え入れようと収縮していた。

「中も柔らかい。……締め付けているのに、とろとろした感触だ」

　そんな直接的な言葉を囁かれるとは思わなかった。ミカは羞恥のあまり、小さく首を振るが、身体は正直だった。エルネストの指をきゅうきゅうと音がしそうなくらい締め付け、もっと激しい刺激をねだっている。

　指はすぐ二本に増やされた。増えても痛みも圧迫感もない。夕べと同じように、ただただ、下腹がとろけそうに甘く、気持ちがいいだけだった。

「んんっ……。エルネストさま、あ、あ、んっ」

　膝立ちの足の間から、すぐに粘った音が響き始めた。指と粘膜が擦れ合う、いやらしい音だ。ミカの中に夕べエルネストが残した精液か、あの謎のとろみのある液体か、それとも両方か。ミカの細い内腿を、指でかき混ぜられる後孔から溢れた体液が濡らしていく。

　もうミカは窓辺を照らす陽光の事なぞ、忘れ去っていた。エルネストの指が与える、甘美な快楽に溺れていた。

　エルネストの舌先が、触れられる前から赤く尖ったミカの胸の突起に触れた。小さく硬いそれを舌先が優しく撫で、甘く吸い付く。

「あ、あっ……！　くぅ、んんっ」

　触れられてすぐは、少しくすぐったく感じられる。だが、身体の中を探る指の強烈な刺激で、そんなむずがゆさは消し飛んでしまった。

　ミカの内腿を濡らすそれは、エルネストを貪欲に求めるあまりに、身体の中から滴り出てしまったもののようにミカには思えた。

　エルネストの指は、まだミカの中を探り続ける。とろとろにとろけたそこは、もうエルネストをいつでも迎え入れられるくらいだというのに、焦れったいくらいに丁寧に丁寧に愛撫を続けていて、ミカは指では届かない深いところが甘く熱く疼いて、もどかしくなっていた。

　粘った音をせわしなく立てながら出し入れされる指に、腰を押し付け、揺すってしまう。

「あ、あっ、エルネストさま、ん、んっ……」

　はしたないくらいに腰を揺するミカから、深く沈み込んでいた指が引き抜かれた。

「……ミカ、そのまま腰を下ろして」

　ミカは言いなりに、腰を下ろす。エルネストの指を抜き去られ、ひくひくと口を開いていたそこに、熱く硬いものが触れた。

「あっ……！？」

　待ち侘びていたはずなのに、思わず腰が引けてしまう。だがすぐに腰骨の辺りを掴まれ、ぐっと腰を沈み込まされた。

「あ、あっ…！　あぁあっ……！」

　硬く膨れ上がったそれは、一息に奥まで、深く貫いた。

　今までなら、こんな奥まで入らなかった。一夜明けた今では、こんな簡単に、奥深くまで侵入を許してしまう身体に作り替えられていた。

　狭い中でびくびくと脈打つそれに、深いところを強く押し上げ、突き上げられて、ミカは甘い悲鳴を上げた。

　奥をごりごりと突き上げられたが、達することはできなかった。深く貫かれ、ミカはエルネストの膝の上で喉を反らして甘く喘ぐ。

「あ、あっ……！　こ、こんな、ふか、く…っ…！」

　気持ちいい、と叫んでしまいそうだった。昨日まで、こんな奥深いところを硬く熱いもので抉られるのが、叩くように突き上げられるのが、こんなに気持ちいいなんて、知らなかった。

「ミカ、痛みは？」

　乱れた吐息で囁かれ、ミカはこくこくと必死に頷く。

「き、きもち、いい、です…っ…。こ、こんなに、きもちい、い、なんて、あ、あっ…！」

　声も吐息も身体も、甘く痺れ震えそうだった。

　ミカの腰を掴んでいた手が、より深く、ミカの腰を引き寄せた。奥を突き上げられ、ミカの腹につきそうなくらいに立ち上がった性器の先端から、だらだらと蜜が溢れ、エルネストのはだけた下腹を濡らした。

　ミカの腰を掴んでいたエルネストの手が離れ、止めどなく蜜を滴らせるミカのそれに触れた。色づき蜜を溢れさせる先端を撫でられ、ミカは上擦った声を漏らす。

「自分で動けるか、ミカ？」

　エルネストの膝に乗った状態では、足の不自由なエルネストは動きにくい。ミカは小さく頷き、ゆっくりと腰を上げる。

　ぬる、と音をたてて引き抜き、再びミカは腰を沈める。

「あ、あっ…！　んんっ……」

　ミカは両手をつき、ぎこちなくも淫靡に、エルネストのそれを出し入れする。

　ミカが感じているように、エルネストにも感じて欲しかった。

　いつでもエルネストはミカが苦痛を感じないように、快楽だけを味わえるように、時間をかけて慈しみ、愛してくれている。同じように、ミカもエルネストを慈しみ、愛したかった。

　ぎこちないミカの、もどかしくたどたどしい動きでも、エルネストは切なげな吐息を洩らしてくれている。

　嬉しかった。

　見つめ合い、抱き合い、身体を繋げ、お互いの温もりと鼓動を、喜びと快楽を分かち合えるのは、たまらなく幸せだった。ただひたすらに、エルネストが大好きで、愛しくて、切なくなる。

「……エルネスト様。……大好きです。大好きです」

　深く繋がったまま、目の前のエルネストに囁く。何度でも言葉にしたかった。どんなに伝えても、伝えきれない。

　子供の頃は無邪気に何度でも、思うままに、溢れる気持ちを伝えられた。大人になるにつれ、この言葉はミカが口にするにはあまりに重く罪深く、許されないものへとなっていた。

　流浪の民であったこと。最底辺の奴隷であったこと。エルネストにふさわしくない、穢れた身体であること。愛されるような身分ではないこと。

　そんなミカがただひとつ差し出せるものは、エルネストへの深い愛だけだった。

　今、こうしてエスネストに再び伝えられるようになった事が、嬉しくて仕方なかった。だから何度でも、伝えたかった。口にしたかった。

　エルネストも、ミカの背中を抱いて同じ言葉を囁く。

「ずっと好きだった。……俺のミカ」

　ミカが子供の頃からただひたすらにエルネストを慕い、想い続けたように、エルネストもミカを想ってくれていた。

　小さな頃から、大切にしてくれていた。死にかけた奴隷だったミカの命を救ってくれたエルネストは、小さなミカを守り、慈しみ、愛し、育ててくれた。

　あの頃、エルネストは多くを語らなかった。それでもミカに触れる手は、いつでも優しく穏やかで、どんな時でもミカを安堵させてくれた。

　エルネストの唇に唇を寄せ、触れそうな距離でミカは囁く。

「大好きです。エルネスト様が、大好きです。子供の頃からずっと、今も、これからも、ずっと」







　この瓶の中身は、一体何でできているのだろう。

　ミカは出窓ベンチに例の小瓶の空き瓶を並べて、床に膝をつき、しみじみと眺めていた。

　見た目はとても綺麗な瓶で、化粧水や香油の瓶のように見える。けれど中には、大人が愛を伝え合う営みに使うものが詰まっていた。

　こんなものがあるとは、知らなかった。草花で色々な膏薬やシロップ、チンキやお茶を作っていたミカは、これが何でできているのか、とても興味があった。

　とてもいい香りで、時間が経っても粘っていて、水分もたっぷりだった。とても不思議だ。主原料は何かの植物と、にかわではないかと思うが、見当がつかない。

　そしてもうひとつ、ちょっぴり気になる事があった。

　エルネストは、どこでこれを知って、手に入れたのか。

「ミカ、何をして……」

　居間に入ってきたエルネストは、ミカが眺めているものに気付いて、ぎょっとしたようだった。

「あっ、エルネスト様」

　ミカは背後のエルネストを見上げ、不思議そうに尋ねる。

「これはどこのお店で買えるんですか？　もうなくなってしまうから、買ってこないと」

　こういうところも、ミカは少々鈍いというか、分かっていないというか、素直すぎるというか。

　そんな事を聞かれると思っていなかったのか、エルネストは少々、動揺していた。

「……これは、俺が買ってくるから。ミカは心配しなくていい」

「なくなってしまったら、エルネスト様と、その……その、ふ、深く、つ、繋がれないかなって……」

　エルネストの予想外に、ミカは大人だった。いや、エルネストが大人にしてしまったのかもしれない。

「心配しなくても、大丈夫だ。ミカは考えなくていい」

　ミカが大人になるのは当たり前といえば当たり前だ。エルネストもそう改めて思い知った。

　ミカの隣に座り込んだエルネストは、ミカの耳元に唇を寄せた。

「……そのうちこれがなくても、深く繋がれるようになるかもな」

　ミカは真っ赤になりながらも、こくこくと頷く。

「そ、それならそれで、とっても嬉しいです……」

　からかわれているとも気付かず、ミカは素直に応えながら、少々困っていた。深く繋がれるようになった事も、以前のような痛みが無くなった事も、嬉しいけれど。




　エルネスト様にこうして抱きしめられていると、今まで以上にドキドキしてしまうようになって、困っています。










二　ふたりで暮らすふたりの家







　ミカはバッゾ港に上陸してから、三日三晩寝込んだ。

　サクロナ王国軍の偽装軍船に無事乗船し、ニールベリー港を出港したが、ミカは早々にひどい船酔いになり、船室でぐったりしていた。

　エルネストは物心つく頃には、当たり前のように船に乗っていた。両親に連れられて他の国へ船旅で赴いた事もある。落馬事故から十年以上船に縁がなかったが、久しぶりでも酔わずにいられた。だが、初めて船に乗ったミカは、ものの数時間で見事に船酔いした。

　以降、イール騎士団領のバッゾ港に入港するまで、海原の景色を楽しむことなく、ミカはほぼ寝たきりだった。下船時もフラフラで、船員に抱えられるようにして降り、そのまま宿屋に担ぎ込まれた。

　蒼白でベッドに潜り込んでいるミカの看病をしながら、エルネストはミカに出会った時の事を思い出していた。こんな風に、バルテルと一緒に夜を徹して小さなミカの手当をしていた。

　あの時、この子が生き延びるとは全く思っていなかった。

　朝を迎える事なく死んでいくであろう奴隷の子供を、あのまま冷たい檻の中に置き去りにはできなかった。せめて最期は、清潔で暖かなベッドの上で、人として安らかな眠りにつかせてやりたいと思ったのだ。自暴自棄になっていたエルネストでさえ、憐れまずにいられないくらいに、痩せこけ、死にかけたミカの姿は痛々しかった。

　もしあの時、バルテルが退職し隠居すると言い出さなければ、奴隷商の店に行くこともなかった。ミカと巡り会うこともなかった。

　肉親よりも慈愛を持って、長い間、仕えてくれたバルテルが、取り残されるエルネストに、ミカを巡り合わせ、引き合わせてくれたように思えていた。

　もしミカと出会わなかったなら。

　何も希望も未来も持てない、空っぽの、ただ生きているだけの死人のようなままだっただろう。

　事故以来、死んでいるのも同然だったエルネストに、新しい命を与えてくれたのは、ミカだった。

　だから、失えなかった。誰にも奪われたくなかった。

　ミカを誰かに奪われるなら、せめてミカの消えない傷跡として残りたいとまで思い詰めていた。

　ミカが誰を愛しても、忘れられないように。ミカの心を一生エルネストに縛り付けていられるように。

　そんな風に思い詰めていたのが、遠い昔のように感じられていた。

　ミカは今、こうしてエルネストの傍らですやすやと安らかな寝息を立て、眠っている。

　その寝顔を見つめているだけで、胸が痛いくらいに切なくなる。

　陸に上がってやっと熟睡できるようになったのだろう。ぐっすりとよく眠っていたミカが、ふっと目を覚まし、毛布に潜り込んだまま、ベッド横の椅子に腰掛けていたエルネストを見上げた。

「ごめんなさい、エルネスト様。ずっと寝込んだままで、ちっともお役に立てませんでした」

　どうしてもミカは主人と奴隷という立場から、スタンスを変えられない。今までの関係から急に変えるのは難しいとエルネストも分かっているので責めはしないが、ほんの少し寂しくも思えていた。

「自分のことは自分でできるから、何も心配しなくていい」

　青ざめた額を撫でてやると、ミカは嬉しそうに目を細める。

「……ずっと昔、エルネスト様がこんな風に手当して下さったの、覚えています。エリンのお屋敷に引き取って頂いたばかりの頃です」

　ミカも同じように、あの日を思い出していた。

「夜中に何度か目が覚めた時に、エルネスト様が傍にいて下さったの、ちゃんと覚えています」

　何日も高熱に浮かされ弱っていたミカが、覚えているとは思っていなかった。

　老齢のバルテルだけに任せるわけにいかず、そして死にかけていると分かっていて、それでも買ったのはエルネストだ。責任を持って面倒をみると、エルネストはあの時思っていた。

　いや、放ってはおけなかった。この憐れな子供を、捨て置けなかったのだ。痩せ衰え、怯えた子供に生きて欲しいと、心から願っていた。

　ミカは再び目を閉じ、蒼白な頬のまま、少し恥ずかしそうに口を開いた。

「あの時も今も、エルネスト様が傍にいて下さるだけで、安心できます」

　エルネストも同じ気持ちだ。

　ミカが傍にいてくれるだけで、真っ暗だった心の中が満たされ、生きていく希望を持てた。

「……ゆっくり休んで、元気になったら、一緒にイールの街を散歩しよう」

　ミカは嬉しそうにこくこくと頷く。

「楽しみです。……これからもずっと、エルネスト様と一緒にいられるなんて、夢みたいです……」

　それはエルネストも同じだ。

　ミカに憎まれても仕方ないと思っていた。憎まれなければ、ミカの心に入り込めないと思っていた。

　ミカの心は、ずっとエルネストと共にあった。

　暗闇で目を閉ざすエルネストの傍らで、ひたすらにエルネストを信じ、愛し、寄り添っていた。

　どんなに傷付けても、ミカは小さなてのひらで、エルネストの凍った心を包み、温め続けていた。

　再び眠りに落ちていくミカの瞼に、そっと口づける。

　ミカの笑顔を守りたいと、心から思えた。







「そろそろ住む家を決めよう。ミカの体調がいいようなら、今日は俺が目星を付けておいた貸家を見に行こうか」

　三日寝込んだがすっかり元気を取り戻し、宿屋の食堂でもりもり朝食を食べていたミカにそう告げると、『こんな驚いた顔を見たことがない』というくらいに、びっくりした顔をされた。

「かしや……？」

「さすがに首都のハルトガルドで家を買うほどの財力はない。ハルトガルドの街でバッゾ港に近いとなると、サクロナ首都の一等地に近い値段になる。まあ、貸家住まいになるのは仕方ないな」

　ミカが驚いているのはそこではないとは思うが、エルネストは丁寧に説明を続けた。

「ミカが寝込んでいる間に探して、目星はつけてある。いくつかはもう下見をしてきた」

　かじりかけのパンを手にしたまま、ミカはぽかんとしていた。

　そこまで驚かれるのもなんだか気恥ずかしく、気まずい。だが、今までの自分を振り返ると、そう思われても仕方がないとエルネストも思う。

「今日は外観だけだが、間取りと賃料の資料は預かってあるから、これで目星を付けたら、家の中を見せてもらって決めよう」

　ここまで呆然としていたミカは、やっと我に返った。

「あ、あの……」

「どうした？」

　ミカは何か言いたげに口を開き、もじもじし、少し考え込んだ。

　まあ、何を言いたいのかはエルネストもだいたい察している。少々考え込んだものの、ミカは『失礼にならない言い方を思いつかなかった』ようで、ふるふると首を振った。

「な、なんでもないです。ありがとうございます、エルネスト様。今まで寝込んでいたから、イールの街見物が楽しみです」

　何にせよ、エルネストが活動的になったのは嬉しいのだろう。ミカはにこにこ笑顔で再びパンをかじり始めた。

　自分でも、驚くほど意欲的だとエルネストも思っている。こんな行動力と活力があったとは、正直自分で驚いてもいる。

　ミカが全身全霊でエルネストを愛し、守ろうとしたように、ミカを守り、慈しみ、愛したかった。

　ミカが幸せでいてくれるなら、笑っていてくれるなら、どんなことでもできる。どんなことでもしなければと思えていた。







「エルネスト様、疲れませんか？　無理はしていませんか？」

　ミカはとにかく心配性で、少し歩く度に心配そうに何度も尋ねてくる。

「大丈夫だから、そんなに心配するな。もう少し落ち着いて、周りの景色も楽しんだらどうだ？　サクロナとは建築様式も違って建物も風変わりで趣があるし、庭木や草花も少し変わったものがあるぞ」

　ミカが寝込んでいる間、色々な手続きや調べ物する為に、ひとりで街に出ていた。不慣れな異国の街を歩き回り、多少の疲れはあったが、ミカが心配するほど無理はしていないつもりだった。

　不自由な足だけでなく、エルネストの疲労をミカが心配しているのも分かるのだが、エルネストは毎日、首都ハルトガルドの探索を楽しんでいた。

　足を引き摺り、杖なしでは歩けない姿を誰かに見られるのが苦痛で仕方なかったのが嘘のようだった。今は誰のどんな目も気にならなかった。これからやらなければならない事、やりたい事の為なら、人目なぞ気にする余地もないくらいに、些末に思えた。そんな事を気にしていたら、ミカを守れないとも思う。

「具合が悪い時は、すぐに言って下さいね。それから、疲れる前にこまめに休憩を取りましょう」

　こういうところはバルテルによく似ているというか、バルテルがそう育てたというか。ミカは心配性なところをよく引き継いでいる。バルテルによく似て、案外ミカは口うるさい。

「それより、何軒か見て回ったが、気に入った貸家はあったか？　目星を付けた貸家はあとひとつだが、今見た中で気に入ったものはあったか？」

「えっ」

　そんな事を聞かれると思っていなかった、という顔だ。

「ええと、どこでもいいです。エルネスト様のお好きな家で」

「ふたりで住む家なんだ。ミカの意見も聞きたい」

「……ぼくの意見……」

「どうせなら、俺もミカも気に入っている家の方がいいだろう」

　ふたりで暮らすふたりの家だ。エルネストの希望だけで決めるわけにはいかない。そう思っているが、ミカは戸惑いを隠せない。

　エルネストはミカを使用人だとも奴隷だとも思っていない。今はエルネストの『恋人』で『家族』だと思っている。それでもミカの使用人気質が抜けないのは、仕方ない。今までずっと主人と奴隷だったのに、急に『恋人』として振る舞えと言われても、戸惑うばかりだろう。少しずつ慣れて、変えていけばいい。ミカだけではなく、エルネストも意図せずミカを対等に扱えない事があるかもしれない。人は急には変われないものだ。

「やはり庭がある家がいいな。叶うなら、ミカが草花を育てられるような庭が欲しい」

　今まで見た貸家には、洗濯場として使う狭い庭しかなかった。大きめの庭がある貸家もあったが、そこは家自体が古くかび臭く、傷んでいて、住むには難しい場所だった。

　ミカは慌てて首を振った。

「それより、住みやすい場所の方が大事です。街に出やすい場所なら、エルネスト様もお出かけがしやすいかと思います。坂道も少なくて、階段も少ない場所がいいと思いますが、首都でそういういい条件のところは難しいでしょうか」

　ハルトガルドは平地が少なく、坂や階段が多い。ミカの言う通り、できる限り坂や階段が少ないところを選んだ方がいいとは思うが、当然、賃料も上がる。よい条件の貸家には、誰もが住みたがり、需要が高い。

「ミカの言う通りだが……最後の貸家が、坂の上にある」

　エルネストは、この最後の貸家が気に入っていた。商店街やバッゾ港からは近いが、小高い丘にあった。その丘の上の家へと続く緩やかな長い坂道は、貝殻を混ぜ込んだモザイクタイルで舗装されていて、滑りにくく歩きやすいが、ミカは心配そうな顔をしていた。

「とても綺麗なタイルですね。坂も、急な坂ではないですけれど……」

　坂道の両脇には、漆喰と白煉瓦の家が並んでいる。それなり以上に家が建ち並ぶ住宅街で、人通りもそこそこにある。道も家も荒れておらず、治安は心配なさそうだった。今まで見た物件の中で最も条件がいいが、難点はこの坂道か。ミカはずっと考え込んでいる。

「ミカ、後ろを振り返ってごらん」

　足を止め、今登ってきた背後の坂道を指し示すと、ミカは素直に振り返った。

　目の前に、高く青い空と紺碧の海と、風を孕み帆を張る船たちの姿が広がる。丘へと続く坂から、広く賑やかなバッゾ港が一望できた。

「……わあ、綺麗ですね！　すごい……！」

　夢だった商船隊を率いる提督にはなれなかったが、今でも船と海はエルネストの憧れで、夢で、愛しいものだった。エルネストが愛した、この荒々しくも美しく、活気に満ちた景色をミカにも見せたかった。

「ひどい船酔いだったが、もう船は懲りたか？」

　ミカの手を取り、再び歩き出すと、ミカは笑顔のまま、首を振った。

「いいえ。せっかくの船旅だったのに、ずっと具合が悪くて楽しめなかったので、いつかまた船に乗って、エルネスト様と大海原を眺めたいです」

　こんなところでも、ミカは前向きだった。思えば、子供の頃から懲りない子だった。いつか子猫を助ける為に楡の木に登ってエルネストにひどく叱られた時も、懲りずにポジティブで、にこにこしていた。

「そうだな。いつかふたりで、色々な国を巡りたいな」

　ミカがいてくれると、不思議と前向きな気持ちになれた。今は特にそう思う。何もかも失ったが、ミカがいてくれるなら、どんな苦難でも耐えられると思えた。ミカと共に生きていく為なら、どんな事でもできる。

「ここが最後の貸家だ」

　ミカの手を引いて辿りついた丘の上の家は、少々古びていたが、立派な造りだった。外観からも立派さが伝わる。今まで見た中では、一番豪華な造りだ。

「とても素敵な家ですね。……でも、こんな眺めのいい場所で、こんな立派な家なら、とっても高い賃料なのでは？」

　いいところを突いてきた。その通りなのだが、この物件には、少々の問題点があった。

　エリンの屋敷の傍に、小さくて可愛い赤い屋根の家があったが、あれと同じ理由で、この家も不人気だった。

　これだけ立派で贅沢な造りなのに、狭いのだ。

　贅沢な造りのせいで賃料が割高なのに、緩やかとはいえ少々長めの坂道を登り、その上、部屋数が少なく、手狭だ。

「確かにいい造りの家だが、部屋数が少なく、割高なんだ。それにこの坂道だろう。それで借り手がなかなかつかないらしい」

　ミカは納得、という顔をしていた。

「だが、バッゾ港を見渡せる眺めの分だと思えば、妥当かもしれないな」

　エルネストは小さな門扉の前に立ち、指し示す。

「小さいが、庭もある。……エリンの屋敷のような立派な花壇は作れないが、少しなら草花も育てられるだろう」

　庭を覗き込んだミカは、嬉しそうに頷いていた。

「エルネスト様も、この家がお気に入りなのでは？」

　ミカはにこにこ嬉しそうな笑顔でエルネストを見上げている。その通り、エルネストもここが本命だ。

　バッゾ港までそう遠くはない。道行きの大半がこの坂道なだけで、周りには家もたくさんある。店も商店街ほどではないが、ちらほらと住宅街の住人向けにある。

「ミカも気に入っているのでは？」

「坂道は嫌いではないです。それに、この貝殻の入ったモザイク模様のタイルはとっても綺麗です。漆喰と白煉瓦の町並みに似合いますね」

　本心からそう思っているようだ。ミカは目を輝かせながら、あちこち見渡している。

「それに、坂からの眺めもとてもいいです。バッゾ港が眺められるの、楽しいですね！」

　エルネストも笑顔で頷く。

「この家だけは、鍵を借りてある。中を見てもいいそうだ」

　なかなか借り手がつかず業を煮やしていた家主は、亡命者とはいえ、一括で一年分の賃料を払うと言っている、身なりもよく育ちの良さが滲み出ていて、信頼できる店子になりそうなエルネストを逃したくなかったようで、あっさりと鍵を貸してくれた。

　門というにはささやかすぎる小さな門扉の鍵を開き、その門扉から数歩の玄関扉に鍵を差し込み、扉を開け放つ。

　思っていたよりは、広かった。いや、天井が高く窓が多いので、広々と感じるのかもしれない。

　部屋数は確かに少ない。こんな豪華な造りに見合わない、こぢんまりとした間取りだ。キッチンと、居間を兼ねたエントランスホールのようなものと、寝室向きな部屋がひとつ、そこそこの広さの部屋がひとつと、物置程度にしか使えそうにない狭い部屋がふたつ。

　この家の最初の主は、何を思ってこんな小さな家を贅沢に作ったのか分からないが、ふたりで暮らすならば、住みよさそうな間取りではあった。

「エルネスト様、出窓に作り付けのベンチがあります。ここからもバッゾ港が眺められますよ！」

　ミカは居間の出窓ベンチに膝をついて乗り、窓の外を見ながらエルネストを弾んだ声で呼ぶ。

　ちょうど住宅街を見下ろしながらバッゾ港を望める、絶好の眺望だった。なるほど、確かに割高な賃料は、眺望の分だ。

「夜になったら、街の光も、港の灯りも見えますね、きっと。……毎日そんな綺麗で明るい景色を見て暮らせるなんて、素敵だと思います」

　溢れんばかりの笑顔で目を輝かせているミカを抱き寄せ、頬に唇を押し当てる。

「この窓辺から、毎日一緒に眺められる」

　ミカの両手が、おずおずとエルネストの背中にまわされた。ためらいがちにエルネストの背を抱くミカが、たまらなく愛しかった。

　言葉なんか、浮かばなかった。

　ただひたすらに、腕の中のミカが愛しかった。







三　手に入れた未来　−エルネストの章−







　ミカは例の小瓶がどこで買えるのか、気になるようだった。

　買い物は基本ミカの仕事で、『黄金のりんご屋』の休憩時間や帰り道に、港や商店街の店をよく利用しているが、こういう商品を置いている店を見たことがなかった上、ミカは元々、自分で育てた植物で簡単な軟膏やチンキを作っていて、薬草や香草に並々ならぬ興味を持っている。気にならないはずがなかった。

　まず、こういうものを普通の商店街では取り扱っていない。だが、エルネストもこれをどこで購入したのか、言いにくい事情があった。

　あのジャスミンの花束も、例の小瓶も、『花街』で買ったからだ。

　大抵の港街に、海兵や船乗り相手の娼家や連れ込み宿が集まった通りがある。これが『花街』だ。サクロナ王国首都の港にもあった。当然、イール騎士団領最大の港であるバッゾ港にもある。

　書物や航海誌に出てくるので『花街』の存在は知っていたが、落馬事故に遭った十五歳からほぼ引きこもっていたエルネストは、実際に立ち入ることはなかった。

　そして、今は恋人であり家族であるミカがいる。ミカだけを愛するエルネストは『花街』に興味もなく行くつもりもなかったが、簡単に言うと『レオナルド・エクセンに騙されて』踏み込んでしまったわけだ。







「……帰る」

「待て！　待てって、エルネスト！　いやいや、誤解だって！　何も女遊びしようっていうんじゃないんだよ！」

　先日、意図せずミカを傷付け泣かせてしまったエルネストは、とても不機嫌だった。

　そもそもあの時エルネストが苛立っていたのは、紹介もしていないのに勝手にミカに会いに行き、馴れ馴れしく肩を抱いて密着していたレオのせいだ。ただでさえレオに苛立っているのに、そのレオに連れてこられた場所が花街では、更に機嫌が悪くなるのは当然といえば当然だ。エルネストは元々潔癖なところがある。ミカと出会った奴隷商の店にも、必要に迫られ渋々赴いたくらいだった。

　レオはエルネストの右腕を掴んで引き留めた。杖を握る手を押さえられると、エルネストは歩くことができない。そしてレオはイール人らしくただでさえ立派な体格なのに、更に海賊の親玉みたいなエクセン商会の会長譲りの長身で、間近に寄られたら見上げなければならない。余計に腹が立つ。

「花街にそれ以外の目的なんかないだろう」

　呆れてため息をつくと、レオは全力で否定した。

「あるって！　会わせたい人がいるんだよ！　多分、エルネストの役に立つ！　ミカちゃんの役にも立つ！」

　そう言われても、場所は花街だ。一体、何の役に立つというのか。エルネストはまだしも、ミカにとって役立つものがあるとは到底思えない。ましてミカに、色々な意味でこんな場所を見せたくないし、踏み込んだことも知られたくない。サクロナでは花街で働く大半の者が奴隷だった。ミカがエルネストに買われるまで、どんな目に遭っていたか、それを知っていて、こんな場所には連れてこられない。

　レオは何も知らない。ミカがエルネストの従者だったのは察しているが、奴隷上がりだとは教えていない。余計なことは知らせる必要がない。エルネストはレオを振り切って帰ろうとしていた。

「用事があるのは花屋なんだよ！　花街に店を出してるんだ。だからここに来るしかないんだよ！」

　花屋、と聞いてエルネストは足を止める。

　ミカが花を育てているのは、レオにも会長にも話してある。ミカが欲しがっている植物の種や球根、苗を融通してもらうためだ。

「花街の店や客相手に商売してるんだ。変わった花も扱ってるし、その辺の店じゃ買えないような品物も扱ってる。……古い知り合いなんだが、何せ夜の街で商売してるから、昼間は寝てるんだよ。だから花街が賑やかな時間に来るしかない」

　エルネストが話を聞く素振りを見せてほっとしたのか、レオはまくしたてる。

「花街の中といっても、すぐそこだから。まあ色っぽいお姉ちゃんたちが多少は声をかけてくるかもしれないが、適当にあしらっておけばいいから」

　今日のレオは私服で、海軍の制服を着ていない。それでもこの軍人らしい立派な体格と野性味のある端正な顔は目立つ。更に異邦人で美貌のエルネストも人目を引く。街娼や客引きにひっきりなしに絡まれながら、レオの言う『知り合いの花屋』らしい店についた。

　エルネストは露店を想像していたが、小さいながらも立派な店舗で、洒落た外装の、高級感のある店構えだった。『ブルーローズ』と金色の文字で書かれた看板が掛かっている。

　花街で花を買う客は、羽振りのいい客や高級娼館の経営者、支配人などが主体だ。そういう客相手なら、それなりの店構えにしなければならないのだろう。

「この店なんだ。……ちょっと癖の強い店主だけど、悪い人じゃないから。割と頼りになる人格者だよ」

　店の扉を開くと、からん、と軽やかなドアベルが鳴り響いた。

「こんばんはー、ご無沙汰してます！　レオナルド・エクセンです！　今日は友達を連れてきましたよー！」

　ほどなくして、店の奥からヒールの音が近付いてくる。ずいぶん音が大きい。そして歩幅が広い足音だ。

「やだー！　レオちゃん久しぶりじゃない！　外洋に出るって言ってから音沙汰ないから、とうとう海の藻屑になったかと」

　ヒールの足音の主は、大分野太い声だ。ここでエルネストも察した。

「昔から悪運だけは強い子だったものね。……あら！　あらあら、まあまあ……！　こちらのすごい美形はどなた！？　レオちゃんにこんな王子様みたいな友達がいるなんて！」

　現れたのはレオに勝るとも劣らない立派な体格の、いや、それ以上に筋骨隆々の身体に派手なドレスを纏った、派手な化粧の、生物学的にはおそらく男性だと思われる、女性だった。

「この王子様みたいなのは、親父のところの新しい通訳です。帳簿も付けられるし美術品の目利きもできる通訳」

「すんごく優秀なのね。相変わらずレオちゃんのパパ、いい人材見つけるのうまいわねー。……エクセン商会の新しい通訳さん、初めまして。あたしはこの『ブルーローズ』の店主で、ローザというの。どうぞご贔屓にしてね。お名前は？」

　イールではこういう人をよく見掛ける。こういった人々も特に差別らしい差別はなく受け入れられているのが、懐広く大らかなイールのいいところかもしれない。世間知らずのエルネストももう見慣れ、さほど驚きはなかった。

　しかしレオの交友範囲は広い。それは率直に思った。

「エルネストです」

　言葉短く名乗る。これ以上の愛想と社交は、人嫌いで無口で社交性が皆無のエルネストには難しい。素っ気ないエルネストの態度もローザは特に失礼だと感じなかったようで、にこにこ笑顔のままだ。

「やだぁ、名前まで王子様っぽい。めちゃくちゃ好みのタイプだわ……。この肌の綺麗さはサクロナかしら。見事な黒髪ねぇ！　濡れ羽色ってこういう色の事を言うのね、きっと。……イールのがさつな男たちにはないこの繊細さがもう、乙女心をくすぐるわぁ」

　ひるむくらいにベタ褒めだ。

「エルネストには可愛い年下の恋人がいるからダメです。ちっちゃくって、めちゃくちゃ若い恋人が」

「へー！　年の差カップルなの？　しかもちっちゃいの？」

「ちっちゃいです。まだ未成年じゃないかな？　っていうような男の子。イール人だけでなくサクロナ人から見ても小柄なタイプです」

「年の差で体格差があるの……なるほど。それであたしの店なのね、納得」

　ローザはうんうん頷きながら、またヒールを鳴らして店の奥へ行ってしまった。

　何が納得なのかさっぱり分からないが、エルネストはさして気にせず、店に並ぶ花たちを眺めていた。

　店名と店主の名に恥じぬ豊富なバラの山だ。花に詳しくはないエルネストでも、バラくらいは区別がつく。珍しい色や形のバラもたくさんあり、これはミカにも見せてやりたいと思わずにいられなかった。さすがに『ブルーローズ』という店名通りの青いバラはなかったが、それでも色数も種類も本数も驚くほどの品揃えだ。

　その派手なバラの切り花や鉢植えの向こうに、白く小さな花が見えた。

　あれはイールには咲いていないと思われる、りんご草では？

　エルネストは歩み寄り、確かめる。

　白く小さな花だが、違う花だった。似ているのは白く小さい、そこだけだ。香りはジャスミンの香りだった。花に詳しくないエルネストでも、この香りは知っていた。

「あの人、俺の上官だったんだよね。クソ強くてクソ怖い上官だったけど、男気があるだけでなく気配りもできる、いい人だったんだ。俺もこうなりたいって尊敬してた。……けど、ある日突然『普通の女のコになりたい』と言い出して、船を下りて軍の退職金でこの店を始めたんだ」

　レオはローザが消えた店の奥を眺めながらそう語る。なかなか情報量が多い話だ。エルネストは珍しい花の形をしたジャスミンを眺めながら、大人しく聞いていた。

「退役して店を始める人は結構いるけど、花屋は初めてだったなあ。うちの親父とも仲がよくて、珍しい花の苗や種を買ってもらってるんだ」

　レオとローザの繋がりはよく分かった。まさかの元上官だった。いや、あの体躯を見ればただ者ではないのは分かるが。

「あら！　お目が高いわね、王子様！　それはね、イールにしかないジャスミンなのよ。変わった花の形をしてるでしょ？　ジャスミンは色んな種類があるけれど、あたしはイールのジャスミンが一番、美しくて香かぐわしいと思うわぁ」

　バスケットを抱えて戻ってきたローザは、店のカウンターに座り、レオとエルネストを手招いた。

「レオちゃんのご紹介だもの、お安くしておくから、是非買っていって。そのジャスミンは今朝摘んだばかりの新鮮なやつで、花ぶりも香りも最高品質だから、とってもお勧めよ！」

「ブルーノ大佐の店は、種類豊富な上、高品質で有名なんだ。わざわざ花街に使いを出して買う上流階級の奥方様もいるくらいだ」

「やだもう！　その名前で呼ばないでって言ってるじゃない！　今はローザなの。ちゃんとローザって呼んで。皆が女のコとして扱ってくれれば、本物の女のコになれるんだから」

「すみません。やっぱり尊敬する先輩なのでつい」

「もー、そんな風におだてたってだめ。ローザって呼んでね！」

　大佐ということは海軍なら大型船の艦長で、提督と呼ばれる地位だったのでは。相当な実力者だったのは間違いない。その地位を捨ててまで花屋になりたかったなら、何か信念があってのことだろう。エルネストは冷静に考える。

「このジャスミンを、できるだけ大きな花束でお願いしたい」

　これはミカが好きそうだ。香りもよく、綺麗な小花で、そしてなんとなくりんご草に似ているような気がする。エルネストは迷わず注文した。

「お買い上げありがとうございます。例の小さい恋人への贈り物かしら。素敵な花束にするわね！　ちょっと待っててね！」

　ローザはいそいそとジャスミンを取り、束にしていく。

「このジャスミンはね、媚薬にもなるのよ」

　さすが花街。そういう口上で売るのか。

　媚薬なんてものは眉唾だと思っているエルネストは、カウンターの椅子に腰掛けながらローザの話に適当に頷く。

「王子様、あたしの話を信じていないわね？　うふふ、そうよ。媚薬なんてものはこの世にないのよ。あるのは、人の心を癒やして、安らかにしてくれるものね」

　ごつくて大きな手は、驚くほど器用だ。太くいかつい指で丁寧にジャスミンの茎や枝を整え、花束にしていく。

「花にはそういう力があるの。……聞いた事はないかしら」

　ミカがよくりんご草や菩提樹でお茶を作ってくれたが、その時もそう言っていた。『これはよく眠れるようになるんですよ』と言いながら、夜な夜なお茶を淹れてくれた事を思い出す。

「たとえばこのイールのジャスミンは、気持ちが落ち着かないとか、自分に自信が持てないとか、緊張が解けないとか、そういう不安な時に、気持ちを落ち着けてくれるのよ。たとえば、性行為の不安とかね。……花街で働く子たちには、必要なものね」

　いかつい大きな手は、器用な上に力強い。ジャスミンの大束を器用にまとめ、綺麗な紙とリボンで飾り付けていく。

「花街の子たちだけでなく、誰にでも必要なものよね。たとえば、恋人と過ごすベッドの上とか。男でも女でも、誰でも不安になったり、緊張したりするもの。そういうのを気遣えるパートナーでありたいわよねえ」

　節くれ立ったごつい手から生み出されたジャスミンの花束は、巨大で、かつ、繊細に飾られていた。色とりどりのリボンで飾られ、これを持ち帰るなら、大通りでものすごく目立つだろう。

　目立つことが嫌いな、ただでさえ目立っているエルネストは一瞬、戸惑ったが、すぐにミカの喜ぶ顔が目に浮かんだ。

「ありがとう。いくらだろう。今日の手持ちで足りるだろうか」

「うんとおまけしておくわあ。あたし好みのいい男だし、レオちゃんのお友達だし、初めてのお客さんだし、それから、ちっちゃくて可愛い恋人のためなら、おまけしたくなっちゃうわあ。好きだわー。年の差とか体格差とか」

　レオの言う通り、不思議な店主だ。エルネストの悩み事でもあったミカの不安な気持ちを軽減する方法を示してくれた。ただミカに『小さい』と言うと気にするかもしれない。これはレオにも言うなと釘を刺そうと心に決める。

「ちっちゃくて可愛い恋人かあ。ロマン溢れるわあ」

「ぶる……ローザさんはちっちゃくて可愛いものが大好きだからなあ」

　今度は名前を呼び間違えなかった。レオはにこにこ笑顔だ。

「……そうそう、これを」

　ローザはカウンターに置いたバスケットから、紙に包まれた何かを取り出した。

「これこれ、ちっちゃい恋人さんに、使ってあげて。花街の子もお貴族様も、花と一緒にこれを買っていくのよ。これがあたしの自信作で、この店の隠れた人気商品なの」

　紙包みから現れたのは、陶器でできた小瓶だった。小花模様の、イール式の焼き物だ。

「これは植物由来で、どの植物もあたしが育てたか、信頼できる花農家に頼んで栽培してる、安心安全なものよ。どれも毒性はないわ。そこは植物学者さんにも確認したから、身体にも優しく安全よ。舐めても問題ないくらいなんだから」

　これが何なのか、一瞬で理解した。

　レオがこの店に連れてきた理由も、この店が花街にある理由にも、納得した。

「身体を傷付けないようにするのは、とても大事よね。……花街の子もそう。過酷なお仕事だけど、ここでしか生きていけない子もいるのが現実よ。あたしにできることなんか大してないけど、できることはしてあげたいの。これは元々、花街の子たちのために作ったんだけれど、誰にでも必要なものよ。誰だって自分のパートナーを傷付けたくないものね」

　そこまで話して、ローザは思い出したようにレオに向き直った。

「だいたい海の男は、どいつもこいつも荒っぽいんだよ！　そうだよなあ、レオ！　おめぇもあちこちの女の子に気軽に手ェだしてんじゃねえぞ！　海兵も水夫も、スケベで無神経で乱暴で不衛生で困ったもんだわ！」

　ローザに怒鳴られ、レオが小さな声で「ひっ！」と叫んだのをエルネストは見逃さなかった。

「やだな大佐、俺は昔から紳士ですよ！　そんなあちこちの女の子に手を出してなんか」

「女もだけど男もな！　お前ら海兵はすーぐ港港に愛人を作りやがって、だらしねぇからなぁ！　見境ねぇったらありゃしねえ！　……あらやだ！　ごめんなさいね、あたしったら、つい。怒りんぼじゃだめよね、いつでも可愛いあたしでいなきゃね！」

　ローザは『てへっ』という笑顔を見せ、いそいそとバスケットに小瓶とジャスミンの花束を詰め込んだ。

「ちょっと重たいけど、これなら片手でも持てるかしらね。……余計なお節介かしら。でも、あって困るものじゃないから、お試ししてね」

　バスケットを手渡しながら、ローザはエルネストにそっと耳打ちをする。

「レオのこと、お節介って思わないであげてね。あの子はあれで、とても気の優しい子なの。あなたの事もきっとすごく好きな友達で、何か力になりたいって思ってのことなのよ」

　エルネストは素直に頷く。

　自分が世間知らずなことも、レオがいい奴なのも、よく分かっている。

　お節介でしつこくて底抜けに明るくて、だが、頭の切れる男だ。

　だからこそ、妬んでしまう。

　エルネストが持たない健康な身体も、明るさも、自由も、海も、未来も、全て手に入れた勝者だ。

　妬ましく思えても、それでも嫌いにはなれなかった。

　レオの明るさに、思い遣りに救われたことは、何度もあった。







「ちょっと癖強いけど、いい店主だろ？　なかなかそういう話を相談できる相手ってのはいないし、花街で働く連中にも慕われてるし、当然俺たち海兵にも慕われてる。本当に腕っぷしも強くて男気あっていい上官だったんだよ……。海軍としては惜しい人材を失ったけど、花街の子たちにとっては、救いと癒やしの手なんだろうな」

　肩を並べて歩く帰り道で語るレオは、心底ローザを尊敬しているのだとよく分かる。確かに癖も強く押しも強いが、いい人だ。人嫌いのエルネストでも、なんだか話せそうな気がしていた。

「店の名前、変わってるだろ？　名前がブルーノでバラ好きだから『ブルーローズ』って店名にしたのもあるかもしれないが、花言葉がね」

　レオは足を止め、今来た道を振り返り、夕闇に浮かび上がる『ブルーローズ』の看板を眺める。

「青いバラって存在しないんだよな。創り出すのは不可能だって言われてる。だから花言葉が『不可能』とか『存在しないもの』って言うんだよ」

　なんともネガティブな花言葉だ。そんな縁起のよくないものを屋号にしていいのかと、験を担ぐ商売家に生まれたエルネストは率直に思う。

「花街なんて嘘だらけの、色と欲と虚飾と欺瞞でできた場所だ。そんな街でこの店名をつけるなんて、皮肉だなとも思うんだ。青なんて、ただでさえネガティブなイメージなのに。大佐はなんでそんな店名にしたのか、俺には分からないけど……ここに夢だった花屋を出したのは、愛を売りながら愛なんかない、嘘だらけの場所で生きなきゃならない子たちの力になりたかったからだろうな……」

　レオは緩く頭を振り、再び歩き出した。

「俺も大佐みたいな提督になりたい。強さもだけど、人間的にもまだまだだ」

　思わず口をついて出た。

「お前はいい提督になれるよ。……押しが強いところも世話焼きなところも、よく似てる」

　まさかそんなことをエルネストが言うとは思ってもみなかったのか、レオは足を止めて、ぽかん、とエルネストを見つめていた。

「ミカが待っているから、俺は帰る。またな、レオ」

　そう告げると、やっとレオは我に返った。

「今、なんて言った？　ちょっと、エルネスト！　もう一回言ってくれよ！」

「帰ると言っただけだ」

「その前！　めっちゃいいこと言わなかったか？　ちょっと！　減るもんじゃなし、もう一回いいじゃん！」

「早く帰らないと、ミカが心配する」

「エルネストのケチー！」

　遠ざかるレオの叫び声に見送られ、杖をつきつつも足取りは軽かった。

　こんな今を、想像できただろうか。

　少々押しが強くお節介で、人の心の中にずかずか踏み込んでくるが、信頼できる友達がいて、やりがいのある仕事を持て、自分の力で暮らしていける。こんな未来を想像したことなんてなかった。

　今があるのは、暗闇の中で寄り添い、導いてくれたミカがいたからだ。

　何もかも諦め、闇の中にただ立ち竦んでいるだけのエルネストに、小さなミカが手を差し伸べてくれた。

　どんなに傷付けても、エルネストをただひたすらに信じ、支え、一緒に歩いてくれた。

　ミカがいてくれるなら、何にでもなれる。なんでもできる。どんな夢も叶う。

　そう前向きに、信じて生きていける。







四　異郷に降る雪







　明け方近くに目を覚ますと、隣で眠っていたはずのエルネストの姿はなかった。

　ミカは眦を擦りながら起き上がり、枕元に置いた白金の懐中時計を取り上げて懐にしまいながら、ベッドを降りる。

　夜明け前が一番暗い、とはよく言ったものだ。今まさに夜明け前の、真っ暗な部屋を頼りなく仄明かりで照らすベッド脇のランプを取り上げて、部屋を出る。

　ふたつあったランプのひとつは、エルネストが持ち出したのだろう。広くはない家だ。寝室を出ると、居間から灯りが洩れているのがすぐ分かった。足音を忍ばせ、居間のドアの隙間から覗くと、テーブルに向かうエルネストの背中が見えた。

　エルネストは今でも学び続けている。

　仕事で疲れているはずなのに、こうして夜中や朝早くに起き出し、たくさんの本や資料を読み、エリンにいた頃以上に努力をしていた。

　貿易商で働く上で、必要な知識と情報はまだまだ足りない。他国の言語も経済学も歴史も、世界の流れも周辺諸国の情報も、必要になる。学ぶ事はたくさんある、とエルネストは言っていた。

　ミカは寝室に戻ると厚手のショールを取り出し、再び居間にやって来たが、声をかけていいものか迷っていた。邪魔をしてしまうかもしれないが、思い切って声をかける。

「……エルネスト様。明け方は冷えます。せめて、暖かくして下さい」

　声をかけられるまでミカに気付いていなかったエルネストは、驚いた顔で振り返った。

「ああ、ありがとう」

　エルネストの肩にそっとショールをかけると、冷たいエルネストの手が触れた。思わずミカは両手でエルネストの手を包み込む。

「こんなに冷えてます。……どうか、無理をしないで下さい。身体を大事にして下さい。今、お茶を淹れてきますから」

　ミカの温かい手を、エルネストのひんやりした手が掴んだ。

「まだ夜は明けていない。もう少し眠ったらどうだ。お茶なら、朝食の時で」

「お茶くらい、淹れさせて下さい。一杯だけお付き合いしたら、またベッドに戻りますから」

　ミカはエルネストの手をほどいてキッチンへ向かうと、調理用のストーブの火を熾して汲み置きの水を沸かし、茶器の用意を始める。

　疲れが取れるような、温かい飲み物。

　小鍋にミルクを注ぎ入れ、これも調理用のストーブに載せる。湯が沸く間、ミカは戸棚を探り、お茶の包みを取り出す。夜中に飲んでも胃に優しいお茶はどれか真剣に吟味し、イヌバラの実に決めた。

　沸いた湯でティーポットを温めてから、干したイヌバラの赤い実と少量の熱湯で蒸し、温めたカップにミルクと一緒に注ぎ込むと、まるでミルクで煮だした紅茶のような色になる。

　温かいミルクとイヌバラの実の、ほんのり甘酸っぱい香りがキッチンに溢れた。これもイールで好まれるお茶で、この国に来てから覚えた淹れ方だ。

　ふたつのカップをトレイに載せて居間に戻ると、エルネストは一区切りついたのか、本を閉じてミカを待っていた。

「今日はイヌバラのミルクティーですよ。疲れが取れるので、一匙だけハチミツを入れますね」

　小さなスプーンで一匙分のハチミツを溶かし込み、エルネストの前にカップを置いて、隣の椅子に座る。

「ありがとう、ミカ。……いい香りだな」

「夜中に飲むのにぴったりなお茶だと思います。ほんのり酸味があって、甘酸っぱい野いちごみたいでおいしいですよね」

　暫くふたりで温かいお茶を味わっていたが、ミカはどうしてもエルネストが心配で、口を出さずにいられなかった。

「エルネスト様、寝る時間を削っては、だめです。ちゃんと休んで下さい。お仕事もとても忙しそうで、心配です。勉強は、お休みの日ではだめですか？」

　ミカの小言に、エルネストは笑顔を見せ、傍らの閉じた本の表紙に手を置いた。

「つい、続きが気になって。この本を読み終えたかったんだ」

　無理をしているわけではないと、ミカも気付いていた。

　どんなに疲れていても、エルネストは弱音も愚痴も口にしなかった。いつでも生き生きと前向きに、そしてどこか楽しそうで、それはミカへの気遣いだけではないと、ミカもよく分かっていた。

「……この国に来てからやりたいことばかりで、眠る時間さえ惜しく感じるようになった」

　家名に縛られていたエリンでの生活とは違う。自由を、希望を、未来を手に入れたエルネストは、見違えるように生き生きと暮らしている。

　この姿を、誰よりエルネストの行く末を案じていたバルテルに見せたかった。

　もしバルテルが生きていたなら。今、会うことが叶ったなら、どんなに喜んだだろう。

「エルネスト様がとても元気なのはよく分かっていますが、でもやっぱり、ちゃんと眠らないといけません」

「分かった分かった。このお茶を飲み終えたら、一緒にベッドに戻ろう。ミカはバルテルに似てきたな。同じような小言を聞かされる」

「ぼくはバルテルさんが大好きなので、似ていると言われたらとても嬉しいですよ」

　ミカもエルネストも、おそらく今、同じ事を考えている。

　今、一番会いたいのは、もう二度と会うことが叶わないバルテルだ。

「エリンならこの時期になると、雪が降る事もありましたね。毎朝、お屋敷の暖炉に火を入れて回ったのを思い出します」

「ハルトガルドは温暖な気候だが、内陸の山間まで行けば雪が降ることもあるそうだ。そんな話をエクセンの会長がしていたな。長い休みが取れるようなら、旅行に行ってみようか」

「……旅行ですか！　初めてです！　行ってみたいです！」

　流浪の民だったロサ族出身のミカは、大陸中を両親や一族と共に旅していた。決して楽しいだけの生活ではなかったが、様々な街や国を巡る暮らしが、大好きだった。

　思えばエルネストの屋敷で暮らすようになって、そしてこのイール騎士団領に亡命してくるまで、エリン市街から一歩も出ない生活だった。初めての旅が亡命のためで、そして初めての船旅でひどい船酔いになり、旅行とは言い難いものだった。

「雪も大好きです。エリンのお屋敷で初めて見て、なんて綺麗なんだろうと……。エルネスト様に見せたくて、溶けちゃうのに頑張って持っていこうとしたのを思い出します」

　あの時、エルネストはしょんぼりするミカの手を取り、一緒にベランダで雪を眺めてくれた。

　一緒に雪を見てくれたのが嬉しくて、そして、来年も、エルネストと一緒にまた雪を見たい、と口にする勇気がなかった事も思い出す。

　あの頃から今まで、瞬きのように一瞬だったようにも、気が遠くなるほど遠い昔のことのようにも思える。

　今もこうして、エルネストのそばにいる。これからも、ずっと一緒にいられる。

　そう思うと、泣き出したいくらいに幸せで、胸がいっぱいになる。

「……ミカ、こっちに」

　何かを思いついたのか、エルネストは杖を取り、立ち上がると、ミカに手を差し伸べる。手を引いて、夜明けの街と港を見下ろす出窓ベンチに歩み寄り、ミカを座らせると、踵を返し、窓辺に飾られたジャスミンの花に触れた。

　これはローザの店で買ったものだ。あれからエルネストは、時々ローザの店に寄り、ミカに花を買ってくるようになった。ジャスミンだけではない。バラやオダマキ、キンポウゲ、ユリなど、イールに咲く四季折々の花を持ち帰ってくる。

　窓辺に飾られていたジャスミンはもう花も終わりかけで、それでもミカは「まだ綺麗で、頑張ってくれているから」と大事に飾っていた。

　散りかけのジャスミンは、エルネストが触れただけで花を落とした。エルネストはてのひらにその白い花殻を集め、ミカの目の前に立った。

　消え残る夜明けの月明かりに照らされるミカに、エルネストのてのひらから、雪のように白いジャスミンの花が降り注ぐ。

「まだしばらくは、本物の雪を見せてやれない」

　にせものの雪は、すぐに降り止んだ。両手で受け止めながら、ミカは目の前のエルネストを見上げた。

　白い花を載せたミカの右手を取り、エルネストはそのてのひらに口づける。

「いつかサクロナに帰り、エリンの雪をまた、ふたりで見よう」

　エルネストにとっても、ミカにとっても、サクロナはいい思い出だけの土地ではない。エルネストは肉親にも見捨てられ、人々に忘れ去られたような、未来を閉ざされた生活を、ミカは一族と両親を殺され、最底辺の奴隷に落とされた過去を。

　ふたりが巡り会えるまで、絶望しかなかった。死んだように生きているだけだった。

　それでも、サクロナは、エルネストとミカを巡り合わせてくれた場所だ。かけがえのない時間を過ごした国だ。

　そして、ふたりにとって肉親のように大切な、バルテルが眠る国でもあった。

「ミカにとって、つらい思い出ばかりの国だ。俺のわがままかもしれない。それでも、バルテルに君を会わせたい。……今、君とふたりで、幸せに暮らしていると、伝えたいんだ」

　ミカの榛はしばみ色の瞳から、涙が溢れ出す。

　ミカもエルネストも、同じ気持ちだ。もう会えないバルテルに、伝えたかった。

　一日も忘れた事はない。ふたりにとって、バルテルは父親も同然だった。傷付いたふたりを見守り、導き、慈しんでくれた。

　言葉は何も浮かばない。溢れる涙を拭いもせずに、ミカは頷く。

　エルネストの左手がミカの頬に触れ、包み、涙を拭う。

　声が震える。

「バルテルさんに、会いたいです。……今もエルネスト様のおそばにいると、これからも、ずっと、おそばにいると、伝えたいです。……あなたを愛しています。今までも、これからも、ずっと、エルネスト様が、大好きです」

　目の前の青い瞳が、瞬く。深い海の底のような瞳と、眦にある小さなほくろ。小さいミカには、エルネストの横顔がいつも少し寂しげに見えていた。

　今は違う。

　安らかに、穏やかに、ミカを見つめ、微笑む。

　微笑んだ唇が、ミカの唇に触れた。

　啄み、離れた唇が、囁く。

「君を愛している。……俺のミカ。どれだけ言葉を尽くしても、言い尽くせない。愛している。……誰よりも、愛している」

　ミカは泣きながら、笑う。

　今こうして、ふたりでいられる。それだけで怖いくらいに、もうなにも他にいらないくらいに、幸せだ。
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新年の鐘と干しぶどう







「バルテルさん、今日は干しぶとうのお店がたくさんでてますよ！」

　年の瀬のガルニエ通りは大変な人混みだった。はぐれないようにバルテルと手を繋いで買い出しに来ていたミカは、露店に並べられた、色とりどりの干しぶどうに目が釘付けだ。

「どうして今日はこんなに干しぶどう屋さんが来てるんだろう」

　ミカが見た事がないような、枝付きの大きな干しぶどうもある。緑、赤、紫、黒……それこそ多種多様な干しぶどうの山だ。

「ああ、新年を迎えるからね。サクロナでは、新年を告げる鐘の音と一緒に、干しぶどうを食べる習慣があるんだよ。……どれ、干しぶどうを買って帰ろうかね。ミカはどれがいいかな。好きなのを一房、ミカに買おう」

　ミカが食べたことがあるのは、小さくて黒い、普通の干しぶどうだ。見た事もない、立派で綺麗な干しぶどうの山に、ミカは気後れしてしまった。どれも高価そうで、欲しいとは言えなかった。いや、どれを選んでいいのかすら、分からなかった。

　露店とはいえ、ガルニエ通りは富裕層向けの商店街だ。露店もそれなりの品質と価格のものを揃えている。

　ミカの戸惑いに気付いたバルテルは、穏やかにミカに話し掛けた。

「ミカが食べるなら、甘みの強いものがいいね。ミカにはこの、赤くて粒の大きな物を買っていこうか。これはとても甘くておいしい品種なんだよ」

　バルテルは露店の主人に、小枝についた赤い干しぶどうを頼むと、再びミカに話し掛けた。

「エルネスト様は酸味があるものがお好きなんだよ。この枝付きの、濃い紫のものがいいかな。そうだ、せっかくだから、ミカがエルネスト様の為に、選ぶといい。エルネスト様もミカが買ってきたなら、喜んでくれるからね」

　エルネストの為に選ぶ。

　ミカは真剣そのもので、干しぶどうの籠の中を覗き込む。

　どれが綺麗でおいしそうか。真剣に真剣に吟味して、やっと大ぶりの枝つきの干しぶどうを選ぶミカを、バルテルは笑顔で見守っていた。

　赤い干しぶどうと、紫の干しぶどうの包みを受け取ると、ミカはまた、はぐれないようバルテルと手を繋ぎ、歩き出した。

「バルテルさん、ありがとうございます」

「いいんだよ。……サクロナでは、新年を告げる鐘が、十二回鳴るんだ。その鐘に合わせて、十二粒の干しぶどうを食べる。十二粒は、一年の十二ヶ月を意味するんだ。毎月を健康で過ごせるよう、願う風習だね」

　新年を告げる鐘が鳴るのは、真夜中だ。そんな時間まで、起きていられるだろうか。

　いや、そんな時間まで起きていたら朝起きられず、朝の暖炉の火起こしができないかもしれない。それに、そんな遅い時間まで起きているなんて、バルテルやエルネストに叱られるのでは。

　ミカは雑踏を歩きながら、そんな心配をしていた。

「昔はエルネスト様も、ご両親やご兄弟とご一緒に、家族で鐘を聞きながら新年を迎えていらしたが……」

　ぽつり、と呟くと、バルテルはその先を言わず、黙ってしまった。

　ミカが屋敷に来てから、エルネストはそんな祝い事なぞ、興味ももたず、気にもしていなかった。

　アンナやバルテルは、まめまめしくお祝いの料理や品を用意するが、エルネストの関心は薄かった。

　ミカは胸に抱えた干しぶどうの包みを眺める。

　エルネスト様も、バルテルさんも、アンナさんも、皆が一年、健康でいられるように、新年のお祈りをしたいけれど、エルネスト様は夜更かしを許してくれるだろうか。







「子供は寝ろ。夜更かしなんかするものじゃない」

　にべもない。エルネストはミカの希望をあっさりと蹴った。

「もう子供じゃないです。十五歳だから、大人です」

　ミカのこの「十五歳です」をエルネストは全く信じていない。バルテルもアンナもだが。ミカだけがそう主張しているが、やはり扱いは子供だ。

「大人なら余計にだ」

　だいたい思っていた通りの反応だ。ミカはしょんぼりと俯いて、仕事の続きをするために、厨房へと歩いて行った。

　ミカの悲しそうな後ろ姿が少々気になるが、エルネストは読書の続きに戻ろうと傍らの本を取り上げた。

「エルネスト様。ミカはおそらく、エルネスト様と年越しをしたいのですよ」

　それまで黙っていたバルテルだったが、エルネストの素っ気なさを咎めるような口調だ。

「私が新年の鐘と干しぶどうの話をミカに教えたのです。ミカは、エルネスト様の健康をお願いしたいのですよ。……この干しぶどうだって、ミカがエルネスト様に召し上がって頂く為に、真剣に選んでくれたのですよ」

　エルネストはテーブルに置かれた包みに目を移す。

　もうそんな祝い事、何年もやっていなかった。そういうものに、一切興味を持てなくなっていた。

　ミカが屋敷にやってくるまで、四季の移ろいすらどうでもよかった。何にも興味も持てず、ただ無為に過ごしているだけだった。







　一年の最後の日は、いつもと変わりない日だった。

　アンナははりきってご馳走を作り、用意していったが、特に賑やかな日になる事もなく、いつも通りにエルネストは夕食を取り、自分の部屋に閉じこもってしまった。

　バルテルも疲れているのか、ずいぶん眠そうだった。もう歳も歳だ。こんな寒い冬の日の仕事は堪えるのだろう。

「ミカや、年越しの鐘に付き合ってあげられそうにない。すまないね」

　バルテルは心底申し訳なさそうだ。ミカの方こそ、逆に申し訳ない。

「気にしないで下さい、バルテルさん。ぼくもきっと起きていられないです。それに、明日の暖炉の火起こしもやらなきゃならないから、早く寝ないとなんです」

　起きていられるか分からないが、起きていられたら、ひとりで新年の鐘を聞きながら干しぶどうを食べ、お祈りしようとミカは思っていた。

　寝支度を調え、小さな皿に赤い干しぶどうの実を十二粒並べ、ミカはベッドに入った。

　バルテルが『寒くないように』と毎夜、暖炉で温めた石を包んだものをベッドに入れてくれるので、ほかほかとても温かく、すぐにミカは眠たくなってしまった。

　かといって、ベッドから出ると、寒すぎていられない。

　ふわふわとろけそうな温かさに、ミカはすっかり寝入ってしまっていた。

　夢の中で、ミカはエルネストと暖炉の前にいた。

　エルネストのてのひらに干しぶどうを並べながら、新年の鐘が鳴るのを待つ夢だ。

　もう少しで新年の鐘が鳴る、という時に、ミカは現実に引き戻された。

　ひんやりと冷たい手が、現実のミカの頬に触れた。

　びっくりしてミカが飛び起きると、目の前に、真っ黒で長い髪が零れ落ちた。

「やっと起きたか。もうすぐ新年の鐘が鳴り始めるぞ」

　寝起きのミカは何が起きたか理解できなかった。

　その間にエルネストはミカの寝台に座り、ミカごと毛布を抱え込んだ。

「お前の部屋は寒すぎる。これはバルテルに言って、もう少しなんとかさせよう。風邪を引きそうだ」

　寝具の中でぬくぬく眠っていたミカは温かい。エルネストはミカを抱えて暖を取ることにしたようだ。寒い廊下を歩いてきたエルネストはひんやりしていて、ミカもしっかり目が覚めた。

「どうしてエルネスト様が、ここに？」

「お前は新年の鐘を聞きながら、干しぶどうを食べたかったんじゃないのか。だから起こしてやったのに」

　老体のバルテルには無理だろうから、とエルネストは言っているが、ミカはすぐに察した。

　バルテルが口添えしてくれたのだ。

　それを聞いて、エルネストはミカを起こしに来てくれたのだ。

「十二回、鐘が鳴る。その鐘に合わせて、一粒ずつ食べるんだ。……なんだ、ミカは用意していたのか」

　ミカの枕元の小皿に、几帳面に並べられた赤い干しぶどうの実に、エルネストは今、気付いた。

「でも、起きていられませんでした」

「子供には無理だろう」

　もう十五歳だから、大人です。と言おうとして、ミカは大人しく頷く。今こうしていても、暖かくて、エルネストが一緒にいてくれて、嬉しいけれど、眠い。

　冷えたエルネストに抱きかかえられて一度は目が覚めたが、すぐに温まって、またうとうとしてしまっていた。

　エルネストはミカのてのひらに小皿を載せ、自分も用意してきた干しぶどうの枝を取り出した。雑に枝ごと持ってきているが、一緒に新年を迎えてもらえるだけで、ミカは嬉しかった。

「……寝るな。もうすぐ鐘が鳴るから」

　うとうとする頬を摘ままれて、ミカは慌てて目を開ける。

　深夜零時、年越しと新年を告げる鐘が鳴り始めた。

「寝るな、ミカ。ほら、干しぶどう」

　口に干しぶどうを押し込まれながら、ミカは必死で目を見開く。

「エルネスト様も、干しぶどう食べて下さい」

「無駄口叩いてると、十二回の鐘に合わせられないぞ」

　鐘にあわせて十二回は、案外難しい。まして半分寝ているミカには、もっと難しい。

　なんとか口に干しぶどうを押し込まれながら、ミカは無事、十二粒を食べ切る事ができた。

「新年おめでとう、ミカ」

「おめでとうございます。エルネスト様」

　ミカは片手で目を擦る。どうみても子供の仕草だ。

「エルネスト様も、バルテルさんも、アンナさんも、みんな健康で、元気に一年を過ごせますように」

「お前もな、ミカ」

　エルネストは小皿を投げ出しミカを抱えたまま、ベッドに横たわった。

「……お部屋に戻らなくていいんですか、エルネスト様」

「もう眠い。それに寒くて廊下に出たくない」

　まるで子供のような態度だ。だがエルネストもまだ二十歳の、どこかあどけなさが残る若者だ。

「寒いのに、ありがとうございます。一緒にお祈りしてくださって、ありがとうございます」

「もういいから、ミカ」

　エルネストの指が、ミカの柔らかな栗色の髪に触れた。

「もう寝よう。明日でいい」

「はい。おやすみなさい、エルネスト様」







　主人が使用人と一緒に、使用人のベッドで眠るなんて、あまり行儀のいいことではない。

　早朝に起き出して、ミカより先んじて暖炉に火を入れて回ったバルテルは、エルネストが寝室にいないのを見て、すぐに察した。

　ミカの部屋の扉をそっと開けると、ふたり仲良くくっついて、ベッドですやすや眠っていた。

　起こさないように扉を閉め、バルテルは厨房へと向かう。

　エルネストにもミカにも、新年のご馳走と、お菓子を用意しなければ。

　こんなに嬉しく、晴れ晴れとした気持ちの新年を迎えるなんて、去年までバルテルは思ってもみなかった。

　この時間が止まったような屋敷に、穏やかな時が流れ始めていた。








【終】




あとがき







　読んで下さってありがとうございます。宵よいといいます。

　一年に数回、Kindleで新作小説を公開しております。

　今作は２０２１年４月に配信した『てのひらにひとひらの花』の続編になります。

　一本のお話ではなく、番外編集というか。サクロナ王国を脱出後、亡命先のイールで、やっと気持ちが通じ合ったふたりが、新しい関係と生活をどう作っていくのか書きたかったのです。

『健気な受け』と『少々こじらせたツンデレ気味の攻め』の組み合わせは、以前にも『竜の棲すみ処か 君が僕の永遠とわなる希望』でも書いた、ボーイズラブでは（だけではないかも）王道の組み合わせではないかと思います。

『君が僕の〜』は『おとぎ話』なので、陽の主従関係を書きました。前向きで明るい主従関係ですね。

　今作『てのひらにひとひらの花』はもうちょっとままならない、現実の残酷さがある陰の主従関係を書きたかったので、エルネストには『不慮の事故で心と身体に深い傷』と『挫折』を、ミカには『流浪の民から最底辺の奴隷』という『負の要素』を背負わせました。ぼかして書いていますが、ミカがエルネストに出会うまではあれやこれやな目に遭っております。

『身分違いの恋』もまた王道ではないかと思います。大好きです！　また書きたいです！

『健気で可愛い子』と『ツンデレ気味の攻め』は大好きな組み合わせですが、この『健気で可愛い子』を厭味なく書ける自信がありません。今回もミカが厭味なく説得力がある『いい子』に書けているか不安がありましたが、概ね好意的に受け入れて頂けているようで、ほっとしています。




　この後、彼等がイールでどんな風に生きていくのか、未だ革命の混乱にあるサクロナに帰れるのか、また、帰ってバルテルの墓前に今の幸せを報告できるのか、エレナと中佐、そしてふたりの赤ちゃんにも会えるのか、そこまで詰め込みたかったのですが、さすがにバランスと構成がめちゃくちゃになるので、キリのいいところまででまとめました。

　先の話の為にレオやローザが出てきたのですが、これはまた未来のお話へ繋げていきたいです。

　ミカはバルテルにだけではなく、エレナとロンメル中佐、赤ちゃんにも会いたいと思っていますし、エルネストもロンメル中佐に直接感謝を述べたいと思っていますし、そしてエルネストは夢を実現するかもしれません。

　いつかこの先のお話もまた書けたらいいなあと思っています。その時は是非読んでやって下さい。

　またどこかでお目にかかれましたら、私のお話を読んでやって下さい。








２０２２年２月　宵




【著者略歴】

ペンネームは『宵(よい)』

　埼玉県出身。

　これだけハーブが出てくる話を書いていながら、ハーブティーが飲めません。

　デビュー作はブライト出版リリ文庫より二〇一六年十月『竜の棲み処』、二〇一七年七月『竜の棲み処　君に至る道しるべ』、二○一九年リブレより『君が僕の永遠なる希望　-竜の棲み処-』


【既刊案内】




■Kindle等





てのひらにひとひらの花




竜の棲すみ処か　【新装版】




竜の棲み処　君に至る道しるべ【新装版】




竜の棲み処　君が僕の永遠とわなる希望




牙狼王子の純真




牙狼王子の純真　番外編集




騎士の贖罪




騎士の贖罪 異聞　恋着




滅びゆく狼と最果ての希望




子犬の王様は無垢の夢を見るか？
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